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計
的
法
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1
i
統
計
撃
に
お
り
る
カ
ウ
ア
マ

V

の
地
位
|
|

足

手リ

末

男

目

Zえ

主四三二

序

説
統
計
的
推
理
と
開
納
伝

統
計
的
推
理
の
方
法

統
計
的
法
則

結

語

序

設

統
計
皐
が
統
計
方
法
主
研
究
封
象
と
す
る
皐
問
で
あ
っ
て
、
そ
白
皐
問
的
性
質
が
一
個
。
研
究
方
法
論
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
日
異
論
が
占
帯
し
た
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
統
計
方
法
白
劉
象
で
あ
る
集
困
が
如
何
な
る
集
圏
で
あ
る
か
、
す
な
わ
ち
‘
存

戸
た
る
集
圏
で
あ
る
か
、
意
識
的
に
構
成
さ
れ
た
集
闘
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
大
き
く
分
れ
て
い
る
白
で
あ
っ
て
、
前
者
が

F
イ
ツ
沃
の
統
計
且
午
、
後
者
が
英
米
波
白
統
計
皐
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
と
の
賄
に
つ
い
て
白
詳
細
に
立
入
る
こ
と
た
し
に
、

私
は
枇
曾
科
些
む
研
究
方
法
論
と
し
て
の
統
計
皐
、
縫
っ
て
枇
曾
的
集
困
の
数
量
的
研
究
方
法
と
し
て
白
統
計
方
法
の
立
場
か
ら
、

統
計
的
推
理
と
統
計
的
措
則

静
六
十
九
巻

七

静
五
二
ハ
器

〉ミ
丸



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

-l.; 

第
五
・
六
続

七

O

そ
の
一
側
面
白
問
題
を
考
察
し
た
い
。
統
計
刀
法
は
大
景
観
察
訟
と
統
計
解
析
誌
の
問
者
よ
り
成
ヴ
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
的
課
題

は
、
大
景
観
察
法
に
よ
っ
て
得
た
統
計
忙
統
計
的
解
析
の
手
続
そ
施
し
て
統
計
的
法
則
を
定
立
す
る
こ
と
に
あ
る

b

と
こ
ろ
で
従
来
D
定
設
に
占
丸
ぽ
統
計
方
法
に
よ
る
研
究
の
最
終
成
果
で
岳
る
統
計
的
法
則
は
、
「
事
象
に
つ
い
て
函
数
的
依
存

附
骨

(
F
E
Z
-
P
E
Eロ世
$
2
3
h
w
-
一
手
伝
と
ど
ま
り
、
因
果
関
係
を
詰
る
も
の
で
t
k
h」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
に
、
統
計
方

法
が
枇
舎
科
事
D
研
究
方
法
論
と
し
て
規
定
さ
れ
、
そ
白
意
味
に
告
い
て
統
計
方
法
が
、
各
社
品
目
科
事
白
内
包
す
る
特
殊
科
皐
の
共

通
の
方
法
論
と
し
て
、
抽
象
化
さ
れ
る
と
と
は
菟
れ
得
な
い
運
命
で
あ
り
、
大
量
観
察
の
結
果
得
ら
れ
た
数
字
に
、
車
な
る
数
現
的

解
析
の
み
を
施
す
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
呆
が
原
因
・
結
呆
と
い
う
方
向
性
主
合
み
得
す
し
て
、
単
な
る
相
関
関
係

(同
C
R
O
F
R
E
E
4毘同

EHE与
を
示
す
に
止
る
と
と
は
い
う
迄
も
左
い
。

み
に
止
る
も
白
で
あ
ら
う
か
?

問
題
は
と
と
忙
あ
る
。
統
計
的
解
析
は
車
た
る
数
理
的
僻
析
白

従
っ
て
統
計
方
法
が
定
立
す
る
統
計
的
法
則
は
、
車
な
る
函
激
的
依
存
関
係
、
従
っ
て
函
激
闘
係

の
み
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
か
?

周
知
の
如
く
、
統
計
思
干
の
設
建
は
ケ
ト
レ
ー
を
以
内

J

て
そ
白
前
後
忙
分
た
れ
、
一
平
J
T
レ
l
は
現
代
統
計
撃
の
組
と
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ト
レ
ー
は
、
「
人
聞
に
就
い
で
L

の
勢
頭
第
一
に
「
人
聞
は
或
る
法
則

ι従
ワ
て
出
生
‘
致
肯
、
死
亡
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
法
則
は
と
れ
ま
で
そ
白
金
慨
に
K
M

い
て
も
又
モ
の
交
互
作
用
白
仕
方
に
於
て
も
嘗
て
研
究
さ
れ
た
と
と
が
な
W
」
と
論
じ
て
、

か
か
る
法
則
を
確
立
す
る
と
と
を
統
計
的
事
の
課
題
と
し
た
り
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
か
か
る
法
則
は
因
果
法
則
と
し
て
の
普
遍
安
嘗

性
を
要
求
し
得
る
も
の
で
あ
一
。
て
、
「
同
一
白
原
因
が
存
抗
す
る
限
り
同
一
の
結
果
が
反
復
さ
れ
る
も
白
と
期
待
せ
ね
ば
な
ら
ね
」

己
と
を
示
す
も
り
で
あ
る
。
ケ
ト
レ

l
は
「
精
神
的
現
象
は
、
そ
白
大
量
主
観
察
す
る
場
合
に
は
、
云
は
ぽ
物
理
的
現
象
の
種
類
心

中
に
編
入
さ
れ
る
と
と
に
な
別
」
と
述
べ
て
、
枇
曾
現
象
の
中
に
現
わ
れ
る
法
則
一
在
、
著
し
く
自
然
法
則
的
忙
一
解
し
て
い
た
と
と
に



/ 

は
多
く
白
問
題
が
あ
ち
で
あ
ら
う
。
然
し
、
枇
合
現
象
。
中
に
現
わ
れ
る
規
則
性
の
原
因
を
求
め
、
統
計
的
法
則
詑
因
果
法
則
、
と
し

て
把
握
し
よ
う
と
し
た
鮪
は
注
目
「
べ
き
で
あ
る
。

ケ
ト
レ
ー
の
時
代
は
統
計
寓
能
時
代
三
八
三

O
l
一
八
四
九
)
と
呼
ば
れ
、

ト
レ

1

D
統
計
四
半
は
そ
の
代
表
と
み
な
さ
れ
工
い
る
。
統
計
阜
の
狂
熱
時
代
が
過
去
っ
て
沈
静
期
忙
入
る
と
と
も
に
、
ケ
ト
レ
ー
の

統
計
間
半
は
多
く
の
批
判
と
反
省
在
と
も
な
い
、
其
の
後
の
統
計
皐
は
「
枇
品
開
白
統
計
的
研
究
及
び
共
の
方
品
阻
止
問
題
忙
し
て
登
展
し

た
が
、
統
計
的
研
究
自
慣
が
統
計
且
干
の
内
容
を
成
す
も
の
か
、
或
は
、
之
が
研
究
方
法
が
其
白
内
容
骨
成
す
も
の
か
忙
就
い
て
統
計

皐
D
串
間
的
性
質
に
議
論
が
分
れ
て
き
た
。
刑
台
統
計
m
晴
子
涯
と
方
法
論
派
が
即
ち
之
で
あ
為
。
」
か
か
る
統
計
且
干
の
展
開
む
過
程
に

ゐ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
何
が
統
計
皐
で
あ
る
か
に
う
い
て
の
見
解
白
相
違
も
さ
石
と
と
な
が
ら
、
統
計
的
研
究
の
最
絡
の
成
果
で

あ
る
統
計
的
法
則
自
壮
質
に
関
す
る
認
識
の
愛
化
で
あ
る
。
枇
台
統
計
局
干
汲
を
組
織
中
け
閥
系
化
し
た
の
は
マ
イ
ヤ

2
・
F

冨

P
F

E
E
l居
間
)
で
あ
り
、
方
法
論
派
、
就
中
数
四
統
計
息
子
白
定
礎
者
は

E
・
ピ

7
y
ン

(
F
F
P
5
9凶
器

寸

凶

E
S
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
、

ピ
ア
ソ
ン
に
ょ
う
℃
代
表
さ
れ
る
十
九
位
紀
後
宇
か
ら
二
十
世
紀
前
牟
に
か
け
て
の
統
計
基
の
展
開
は
、
統
計
的
法
則
の
特
質
に
闘

欧
米
各
閣
に
む
い
て
統
計
事
業
が
隆
盛
そ
極
め
、

ケ

す
る
認
識
を
め
ぐ
っ
て
、
統
計
皐
白
歴
史
k
t
d

け
る
質
的
縛
技
D
時
代
と
い
う
と
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
は
、
自
然
科
即
宇
の

領
域
に
お
い

τ、
十
九
世
紀
後
宇
に
沿
い
て
、
自
然
科
間
学
は
単
な
る
記
述
科
皐
で
あ
り
、
因
果
の
蹴
念
は
否
定
さ
る
べ
き
と
と
を
主

張

す

る

傾

向

(

い

わ

甲

る

マ

ツ

山

主

義

)

が

現

わ

れ

た

こ

と

に

針

臆

す

る

。

デ

ユ

ヱ

ム

、

才

ス

ト

ワ

ル

「
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
、

マ
ッ
ハ
、

ト

ヘ
ル
ム
、
ピ
ア
グ
ン
等
白
人
が
之
を
代
表
し
た
。
殊
に
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
の
力
晶
子
の
序
支
は
と
の
賄
か
ら
最
も
有
名
在
も
D
で
あ

。
∞
苫
)
の
序
文
に
長
い
て
、
従
来

力
皐
は
力
白
皐
と
定
義
せ
ら
れ
、
而
し
て
力
は
運
動
を
生
や
る
原
因
、
と
い
う
よ
う
に
思
惟
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
力
と
い
い
原
因
と
い

る
。
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
は
そ
白
著

4
2
F
Eロ
官
ロ
ロ
『
2

E
巴
写
EmEmnro
司

FHω
一

戸

内

岡

田

宮

R
F
g
r

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
器

二
七
回

第
五
・
宍
擁

七



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

一
七
五

第
五
・
六
競

士

う
如
き
も
白
仕
立
際
に
経
験
せ
ら
れ
る
も
の
で
た
い
。
力
皐
は
か
か
ろ
概
念
主
離
れ
、
唯
粧
験
せ
ら
れ
る
所
の
運
動
宇
一
完
全
に
而
も

最
も
簡
単
に
記
述
す
る
と
と
在
共
本
分
注
す
る
と
辿
べ
た
。
マ
ッ
ハ
ほ
同
一
の
特
榊
在
之
に
先
だ
っ
て
品
目
表
せ
る
と
と
を
主
張
し
、

因
果
は
唯
一
の
賀
花
的
要
素
た
る
感
突
の
函
数
的
依
存
関
係
そ
概
括
的
に
表
わ
す
た
め
に
人
が
思
惟
紅
済
白
目
的
に
出
り
作
れ
る
思

想
産
物

(
E年
B
r
o
E
Eぬ
一
)
な
る
と
と
を
説
い
た
。
」

自
然
科
同
苧
忙
ゐ
け
る
か
か
る
傾
向
は
古
典
力
皐
に
や
け
る
行
詰
り
と
と
も
に
現

b
れ
た
白
で
あ
β
。

枇
品
間
集i
園

(
m
o
w
s
-
o
Z
E聞の
)

u

の
数
量
的
把
揮
に
基
や
き
、
批
舎
の
人
間
生
活
の
説
明
及
合
法
則
怜
の
把
握
を
目
指
し
、
資
質
的
科

皐
U
繍
立
科
皐
と
し
て
の
統
計
皐
を
主
張
す
る
マ
イ
ヤ
に
沿
い
て
は
、
「
集
国
観
察
に
基
十
き
そ
白
類
型
と
因
果
閥
係
と
が
十
分
に

明
か
に
さ
れ
、
且
う
記
載
さ
れ
る
忙
至
っ
た
粧
品
問
の
吠
態
及
び
現
象
に
ワ
い
て
の
規
則
性
は
、
と
れ
わ
包
底
義
の
統
計
的
法
則
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
社
曾
統
計
皐
は
共
の
後
マ
イ
ヤ
の
精
密
祉
企
口
基
か
ら
'
7

な
め
に
縮
小
し
て
、
専
ら
統
計
方
法

'cL
て
の
大
量
観
察
訟
を

， 

続
く
に
止
ま
り
、

又
統
計
的
法
則
は
因
果
的
漣
闘
の
所
在
を
一
不
す
資
料
で
あ
っ
て
、
因
果
系
列
の
方
向
の
上
う
友
因
果
関
側
係
白
内
容

を
一
不
す
も
白
で
は
な
い
と
さ
れ
る
に
至
ヲ
た
。

連も
闘 の
ので
袋、品
約、り

ピ
ァ
ソ
ン
に
沿
い
て
は
、
法
則
は
「
人
間
白
知
強
機
能
及
び
推
理
機
能
に
主
つ
で
つ
く
ら
れ
た
知
魔
及
び
概
念
に
関
係
し
て
い
る

そ
れ
ら
白
も
白
と
給
令
し
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
れ
等
の
知
魔
及
び
概
念
の
一
定
の
群
の
闘
係
及
び

也
し
く
は
簡
単
な
表
現
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
的
法
則
と
い
わ
す
、
法
則
一
般
が
躍
な
る
機
能
概
念
に
外
注

• 

ら
な
い
と
さ
れ
た
白
で
あ
る
。
統
計
解
析
に
荘
け
・
る
数
理
的
方
法
在
中
心
に
す
る
数
凋
統
計
皐
が
、
統
計
的
法
則
そ
か
か
る
も
の
と

し
て
把
怪
せ
ざ
る
主
得
な
い
の
は
必
然
で
あ
字
。

か
く
し
て
、

ケ
ト
レ

I
に
占
ワ
て
意
固
さ
れ
た
自
然
法
則
に
も
比
す
べ
き
因
果
法
則
と

L
て
の
統
計
的
法
則
は
、

そ
の
後
の
統
計



患
の
展
開
の
過
程
に
沿
い
て
‘
一
幽
教
関
係
を
一
市
す
に
過
ぎ
在
い
機
能
概
念
・
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
自
然
科
目
十
白
制
域
に
烏
い

/
 

て
古
典
物
理
基
?
の
行
誌
の
と
と
も

ι生
れ
た
か
か
る
マ
ッ
ハ
主
義
的
思
想
は
も
そ
白
後
の
物
理
堅
、
就
中
量
子
物
理
皐
の
誰
展
に
よ

円
J

て
完
全
に
否
定
さ
れ
、
法
則
の
も
っ
て
い
る
意
味
の
質
問
性
の
一
認
識
と
そ
科
阜
の
進
展
の
た
め
忙
不
可
快
な
る
と
主
が
資
罰
配
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

b
ら
す
、
統
計
用
字
の
世
界
忙
沿
い
門
て
は
、
機
能
概
念
を
し
て
白
統
計
的
法
則
と
い
う
認
識
は
依

然
と
し
て
市
民
権
そ
保
有
し
て
い
る
。
と
れ
は
、
統
計
方
法
が
具
般
的
・
官
、
即
時
的
劃
象
。
K
持
う
て
い
る
と
と
に
劃
し
て
の
誤
っ
た
認

識
に
そ
白
根
譲
を
有
す
る
も
の
と
息
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
方
法
は
、
統
計
惑
が
資
質
的
科
月
十
と
し
て
親
告
さ
れ
よ
う
と
柿
功

科
民
4
1
方
法
論
と
し
て
規
定
さ
れ
よ
う
と
、

必
宇
賀
質
的
謝
象
へ
白
適
用
に
t
d

い
て
白
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
Z
と
と
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
象
と
の
関
係
を
離
れ
た
統
計
方
法
な
る
も
白
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
沿
い
て
、
統
計
方

法
白
泊
別
に
よ
う
て
、
資
質
的
調
象
リ
枇
合
集
閤

ω
合
法
則
性
1
困
果
的
依
存
関
係
を
明
に
し
、
社
合
白
木
質
の
解
明
に
貢
献
す
る

ζ

と
と
モ
統
計
方
法
の
目
指
す
と
と
る
で
な
く
て
は
と
ら
な
い
と
均
へ
ら
れ
る
。
悶
学
問
の
歴
史
に
恥
い
て
、
針
象
の
賓
館
的
た
構
造

を
知
る
と
い
う
と
と
と
そ
貴
重
友
、
無
風
し
得
、
な
い
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
ヲ
て
、
機
能
的
方
向
に
よ
う
て
、
す
な
わ
ち
町
論

在
愛
克
す
る
と
と
に
よ
う
て
は
そ
の
皐
問
は
何
等
の
進
歩
も
見

4
れ
な
い
。
経
験
科
皐
就
中
枇
合
科
皐
の
研
究
方
法
・
と
し
て
の
統
計

方
法
が
、
個
別
的
・
資
質
科
卒
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
う
っ
、
封
品
戒
心
賀
惜
的
構
浩
社
明
に
す
る
と
と
在
し
に
、
統
計
感
そ
れ
自
慌
D

設
展
も
見
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

統
計
皐
の
か
か
る
意
味
で
の
鞠
換
期
に
沿
い
て
、
予
計
事
を
方
法
論
H

補
助
科
皐
と
し
て
規
定
し
つ
う
、
し
か
も
「
最
高
の
目
標

と
す
る
も
の
は
統
計
的
因
果
関
係
の
確
立
で
あ
り
、
そ
の
目
的
白
た
め
に
算
術
師
計
算
、
た
か
だ
か
初
等
教
撃
の
代
表
的
公
式
以
外

の
も
の
を
使
わ
な
い
統
計
方
配
」
と
し
て
の
一
般
統
計
皐
の
立
場
に
立
つ
カ
ウ
フ
マ
ン
に
長
け
る
、
統
計
的
法
則
確
立
の
方
法
と
し

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

二
七
六

第
五
・
六
臨

七



、

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

二
七
七

第
五
・
六
騨

七
四

て
白
統
計
的
推
現
在
明
に
す
る
の
が
木
稿
の
目
的
で
あ
る
。
阜
な
る
数
説
的
解
析
に
非
ざ
る
統
計
的
推
理
の
問
題
在
検
討
す
る
と
と

は
、
現
在
の
統
計
思
f
k
K
4

い
て
若
干
白
意
味
主
持
つ
で
あ
ら
う
。

(
附
記
)

本
稿
の
郎
内
象
は
〉
「
剛
山
主
E
首
3
3
2
5
百
九
冨
E
-
E
E
骨
同
∞

E
E
H
F
E
Z
吋

ZFM唱
ロ
で
あ
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
賭
許
理
論
を
「
レ
キ
シ

ス
(
円
。
話
)
仁
よ
b
、
弐
い
で
ウ
淀
ル
1
ケ
ウ
ィ

L
V
(
F
出

E
U
8
4
E
a
)
に
よ
っ
て
基
礎
付
り
ら
れ
、
更
仁
チ
ェ
プ
ロ
ウ

(
F
O
V
4
8
4
4
仁
ょ
っ
で
援

展
ぜ
し
初
ら
れ
た
立
脚
勲
、
す
な
わ
ち
ょ
べ
て
の
統
計
理
論
を
段
準
的
確
曜
論
の
疏
出
物

(
E
m
m
Eる
と
み
な
す
。
」
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
首
時
負
質

科
皐
と
レ
て
の
統
計
皐
守
主
張
し
て
い
た
悶
恩
マ
イ
ヤ
に
桝
到
し
、
万
訣
科
墜
す
な
わ
ち
補
助
科
墜
と
し
て
の
統
計
墜
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結

果
仁
お
い
て
は
批
曾
統
計
串
派
り
統
計
堅
守
理
論
的
に
基
慌
す
り
5
f
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
η

こ
の
離
に
つ
い
て
は
関
西
大
塵
教
陵
・
高
木
秀
玄
氏
の

。

詳
細
な
紹
介
が
b
h
o

集
圏
翻
察
の
現
論
的
基
礎
と
し
て
の
大
敷
法
則
に
関
す
る
カ
ウ
フ
マ
ン
の
所
見
に
つ
い
て
は
高
田
保
馬
氏
「
大
教
法
論
」
戸
大
正
主
主
産
)
に
詳
レ
い

説
明
が
あ
る
。
更
仁
、
現
代
統
計
墜
の
創
始
者
ケ
l
レ
ー
の
提
出
し
仁
統
計
的
法
則
を
め
く
っ
て
、
統
計
的
法
則
は
自
由
意
志
を
否
定
す
る
か
否
か
の
-

大
論
事
が
ヲ
グ
ナ

l
(者
ド
官

F

F
岩
田
i
E
H
3
、
P

ロ
l
ピ
ッ
シ
ェ
(
巴
E
E
n
y
冨
話
。
凶

i
c念
、
シ
ュ
モ
ラ

1
3
0
r目。
H
H
F
C・
H∞
aj冨

弓
)
、
エ
ッ
テ
ィ
シ
ゲ
ン
(
会
巳
品
F
h
μ
d
R
)

な
ど
の
聞
に
行
わ
れ
に
こ

E
は
統
計
堅
史
上
著
名
の
事
繁
で
品
る
。
こ
の
問
題
仁
つ
い
て
も
、
カ
ウ
フ

マ
ン
は
酢
け
的
法
則
の
性
質
と
の
蹴
謹
に
む
い
て
詳
柚
仁
論
じ
て
い
え
し
か
し
乙
の
耕
仁
つ
い
て
も
今
は
踊
れ
な
い
。
岡
崎
文
規
氏
「
枇
曾
掛
計
阿
題

研
究

l
札
曾
法
則
と
自
由
意
思
」
両
相
二
士
一
語
t
u
m
ま
き
仁
つ
い
て
知
ら
れ
仁
い
。
殊
仁
同
書
場
入
章
「
社
曾
政
則
の
性
質
の
解
明
」
は
ほ
と
ん

E
tリ

フマ

γ
の
論
旨
の
忠
賀
町
紹
介
で
あ
る
。

た
ピ
カ
ウ
フ
マ
シ
の
相
嘗
重
助
士
置
い
た
ー
と
恩
わ
れ
る
h

今
日
仁
お
い
て
も
多
く
の
問
題
を
含
む
統
計
的
推
理
に
闘
し
で
は
、
殆

A
E我
圏
一
ド
紹
介
さ

れ
t
も
の
が
見
首
ら
な
い
。
従
っ
て
木
稿
仁
和
い
て
は
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
統
計
的
推
理
に
つ
い
て
の
者
干
の
紹
介
を
試
み
る
こ
と
仁
し
亡
。

(
註
)山

川
乙
山
知
の
詳
細
に
ワ
い
て
は
熔
川
虎
一
一
一
氏
「
統
計
革
研
究
第
一
審
」
統
計
利
用

r
於
け
る
基
本
問
題
」
「
統
計
亭
偶
論
」
、
大
橋
陸
憲
民
「
近
牝
統

計
畢
山
一
批
曹
的
性
格
」
(
耕
酷
『
八
0
0
0
国
人
』
部
口
一
審
第
一
揖
収
載
)
を
参
照
さ
れ
た
い
匂



山
内
熔
川
虎
=
一
氏
「
統
計
的
法
則
」
(
岩
波
経
済
畢
大
酔
典

E
)
一
八
凡
七
頁

向

k〉P，f.
心己吾
n【--E
内

2mrw
印
Eロ吋

-=5、」正-UM=z。豆】EロEM百円胃陪
ω
E
H
W。
RE

凶

K晶自-『。]咽
ν匡同旨出

E
仲
骨

nE
門世凶

E-E【否eF占。
2
Z
s宮
岡
阿
『
"
同
唱V比怯『Fswd可官切占百

Eのβ戸
E戸巴-。♂.吋FF鉛斜γ

『
人
問
忙
就
い
て
』
岩
波
究
庫
)

向

〉

心

ロ

E
a
w
院

E
m周回。。
E
4同
内
司
・

]

F

(

課
害
上
巻
一
九
頁
)

向

〉

{~E-or
伊

E
D
B
O
C
E
4
5
唱
口
(
課
害
上
告
ニ
占
ハ
頁
)

山川

k

，
G
E
E
-
v
E
2
6
0
E
Z。
句

-
E
(課
書
上
告
二
七
頁
)

内
川
崎
川
虎
三
氏
「
統
計
皐
概
繭
↑
=
一
二
三
頁

山
川
田
蓬
元
民
「
科
皐
概
論
」
二
二
五
頁
削
下

向

c・4・
害
三
回
Z
E
E
E
口
En--mnvAEmvFH皆
吉
】
F
E
M
E
E
:
Z
B
E
E
n
ロ
E
4
0
3恒
E
o
p皆
明
白

E
E
E間
E
H
o
t
r・

回
。
同
(
大
橋
隆
憲
民
課
『
統
計
且
干
の
本
質
と
方
法
』
四
七
八
四
七
九
頁
)

州

T
H
E
E金
F
E
E
Z
e
z
n
5
0
9
2凶
(
平
林
相
之
輔
氏
謹
「
科
串
概
論
」
八
四
貰
)

旧
法
則
概
念
を
基
礎
に
し
て
考
え
ろ
限
り
、
現
在
流
行
白
推
測
統
計
皐
(
あ
る
い
は
簡
単
に
推
計
皐
)
も
又
、
ピ
ア
ジ
ン
以
弗
の
致
盟
統
割
阜
の
牢

な
る
展
開
と
み
な
さ
る
ベ
き
で
あ
っ
て
、
統
計
皐
に
お
け
る
質
的
議
展
と
は
与
な
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
c

同
武
谷
=
一
男
氏
「
排
置
法
山
諸
問
題
」

Z
一
二
三
一
ニ
頁

均

〉

同

E
-
E
E
3
1
2宮
内
酬
の

E
E
冨

2vo弘
吉
骨
『

Z
E
E
F
W
J
E
E品
F
忌
H
U
F
Z
。

叫
高
木
芽
玄
氏
「
凋
担
率
祇
に
於
け
る

E
m
x
B
E
E
K
P
E
E
P
B
P統
計
翠
」
(
閥
西
大
事
研
究
輪
出
身
第
一
回
鞭
)

統
計
的
推
理
と
蹄
納
法

カ
ゥ
フ
マ
ン
に
告
い
て
は
「
税
計
方
法
そ
り
も
の
の
課
題
は
経
験
的
法
則

i
恒
常
性
.
規
則
性
、
因
果
的
関
連
の
確
立
以
外
の
何

物
で
も
た
い
に
か
か
る
課
題
往
来
す
た
め
忙
統
計
方
法
は
決
心
三
つ
白
段
階
に
分
れ
引
。

狭
義
心
統
計
的
観
察
あ
る
い
は
数
え
上
げ
。
営
引
脳
集
問
現
象
の
例
別
事
例
と
、
そ
れ
に
よ
う
て
統
計
的
集
闘
教
が
構
成
さ
れ

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

七
i¥ 

第
五
・
宍
臨

七
五



統
計
的
措
理
と
統
計
的
詩
則

て
い
る
こ
れ
ら
の
事
例
の
調
主
計
書
に
取
入
れ
ら
れ
た
標
識
の
計
霊
的
に
行
わ
れ
た
確
定
。

2

整
閣
制
(
〉

E
E
E品
)
あ
る
い
は
仕
上

(
E
F
E
E品
)
n

す
な
わ
ち
数
え
上
げ
の
結
果
が
直
接
表
現
さ
れ
て
い
る
個
々
の
確
定

手
一
焦
岡
教
へ
料
化
す
る
と
と
。
整
理
の
結
果
結
鈎
数
量
(
息
苦
F
E
E
Z
E
q呂
町
)
が
生
じ
、
と
れ
か
ら
民
義
の
比
例
数
(
〈
O
F巴
E
E

静
六
十
九
巻

士
7L 

第
五
・
六
曲

七
六

E
E
)
あ
る
い
は
統
計
係
数
宮
岡
o
m
R
5
2
2
)
が
計
算
さ
れ
る
。

比
例
数
並
に
あ
呂
場
合
に
は
絶
封
教
は
組
合
は
さ
れ
て
数
系
列

と
さ
れ
る
。数

字
材
料
の
科
事
的
加
工
。
と
れ
は
主
と
し
て
絶
釣
教
と
比
例
教
の
数
系
列
の
考
察
と
比
較
で
あ
る
。

と
の
統
計
研
究
の

3
呑
目
の
段
階
は
、
カ
ゥ
フ
マ
ン
に
ゐ
い
て
は
統
計
的
拍
理
主
己
主
君
Z

Fプ
z
a
E官
三
品
)
と
呼
ば
れ
、
因
果

的
関
連
在
確
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
従
ハ

J

て
カ
ゥ
フ
マ
シ
に
あ
っ
て
は
普
通
の
数
現
統
計
皐
に
冶
け
る
如
く
、
数
理
的
解
析
そ
の
も

3 
白
が
統
計
的
推
潤
vc
呼
ば
れ
る
の
で
は
な
い
。
統
計
的
推
理
が
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
か
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る

と
井
一
忙
し
て
、
と
と
で
は
経
験
科
皐
の
領
域
に
恥
い
て
普
遍
的
に
安
営
す
る
法
則
在
定
半
す
る
論
現
・
蹄
納
法
と
統
計
的
研
究
法
殊

に
統
計
的
推
理
の
開
係
を
明
に
す
る
と
と
に
』
ワ
て
、
統
計
的
推
理
の
限
界
在
確
定
す
る
と
と
が
問
題
で
あ
る
。

F

カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
蹄
訓
法
と
統
計
的
研
究
法
と
の
閥
係
は
、

権
利
の
も
の
、
並
列
的
友
も
む
と
み
な
す
か
、
あ
る
い
は
統
計
的
推
理
在
普
遁
の
開
納
論
理
学
の
形
式
目
下
に
合
ま
せ
、
統
計
皐
の

「
確
率
論
に
基
礎
宇
け
ら
れ
た
統
計
方
法
そ
掃
納
活
と
同
じ

特
怜
を
事
賞
者
料
た
集
め
組
織
化
す
る
方
法
陀
の
み
認
め
る
従
来
の
見
解
に
執
若
す
る
か
、

そ
の
何
れ
か
で
あ
る
よ
'
と
し
て
い
る
。

と
の
雨
4
4
白
何
れ
が
と
ら
る
べ
き
か
は
統
計
方
法
自
課
題
と
限
界
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
若
干
問
題
の
内
容

に
立
入
っ
た
埠
祭
を
加
克
て
お
く
の
が
便
利
で
あ
ら
う
。

従
来
の
、

そ
し
で
又
、
ヵ
ゥ
フ
マ
ン
白
時
代
に
K
M

い
て
も
支
配
的
な
見
解
は
「
統
計
方
法
は
蹄
納
法
の
一
賢
雨
時
あ
る
い
は
補
助
手



段
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
¥
統
計
方
法
O
課
題
は
研
究
さ
る
べ
き
現
象
白
個
々
の
事
例
の
確
定
あ
る
い
は
記
録
、
そ
の
よ
う
な
数
え

上
げ
の
結
果
た
絶
劉
数
へ
整
理
、
絶
封
数

E
比
例
数
に
か
え
る
こ
と
、
こ
の
比
例
数
配
合
目
的
々
に
秩
序
十
け
ら
れ
た
統
計
数
列
と

比
較
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
個
々
の
敏
系
列
の
聞
に
因
果
関
係
い
か
在
在
す
る
と
と
に
闘
す
る
推
論
の
た
め
に
は
拐
納
的
閃
果
研
究

白
方
法
が
肘
び
ら
れ
加
し
と
い
う
の
で
あ
る
の
す
な
わ
ち
、
統
計
的
推
制
の
す
べ
て
の
場
ム
口
は
普
通
の
蹄
納
的
批
現
で
あ
っ
て
、
統

計
方
法
モ
の
も
の
は
時
間
約
的
推
理
に
必
要
な
官
副
首
資
料
を
集
め
る
補
助
手
段
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
勿
論
と
の

よ
う
に
い
ヲ
た
か
ら
と
い
づ
て
、
統
計
方
法
の
適
用
さ
れ
る
傾
域
、
す
な
わ
ち
集
闘
現
象
心
侃
域
に
や
い
て
は
、
問
問
納
法
ヒ
ょ
の
り
て

得
ら
れ
た
結
論
が
、
他
の
知
識
領
域
に
島
け
る
如
き
軽
度
の
句
頼
刊
と
規
定
刊
を
主
張
し
特
注
い
ζ

と
は
早
く
か
ら
気
が

ρか
れ
て

い
た
と
と
在
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
指
越
し
て
い
る
。
例
え
ば
レ
キ
シ
ス
(
『
対
抗
)
は
「
凡
て
白
人
間
又
は
事
Z
範
時
に
屈
す
る
凡
て
の
人

聞
が
一
定
の
事
情
の
下
に
t
ぜ
い
て
常
に
一
定
白
行
潟
止
な
す
で
あ
ら
う
と
い
う
と
と
在
仲
間
然
主
張
し
得
る
と
信
や
る
左
ら
ば
、
そ
れ

は
と
り
も
直
さ
十
事
官
、
上
、
人
的
嬰
索
現
象
忙
つ
い
て
自
然
科
皐
的
芯
義
に
恥
け
る
法
則
を
立

τる
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
し
.

例
え
ば
電
流
が
鍛
片
の
周
囲
在
流
れ
る
い
国
に
銭
片
在
帯
磁
す
る
と
主
張
し
得
る
の
と
同
じ
確
立
さ
れ
《
も
っ
て
方
の
よ
う
に
人
聞
の
行

震
を
諌
言
す
る
権
利
を
、
吾
々
は
閉
山
し
℃
経
験
に
よ
っ
て
百
際
忙
山
県
え
ら
九
て
い
る
で
あ
ら
う
か
。
明
か
に
否
で
あ
る
c

け
だ
し
吾

々
は
、
原
因
及
び
結
果
白
う
ち
で
沼
例
優
勢
な
も
の
白
み
配
分
離
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
行
震
に
関
す
る
五
円
々
り
抽
象
的
闘
式

は
常
に
不
完
全
で
あ
る
こ
と
町
菟
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
既
観
察
現
象
か
ら
未
観
察
現
象
へ
の
踊
納
崎
推
迎
は
、
自
然
科

皐
む
領
域
に
沿
い
て
こ
そ
経
験
的
確

'H性
を
獲
得
す

Z
が
、
複
雑
極
り
な
い
人
間
生
活
に
沿
い
て
は
あ
る
科
度
。
確
率
に
導
く
に
池

ぎ
な
ぱ
。
L

と
辿
べ
て
い
る
。
更
に
論
理
型
者
の
ジ
グ
ワ
ル

f
も
、
開
納
法
主
人
聞
の
共
同
生
新
の
現
象
の
俄
域
え
池
刑
す
る
と
と

を
悶
維
に
し
て
い
る
事
情

E
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
十
、

レ
キ
シ
ス
も
ジ
グ
ワ
ル
ト
も
統
計
的
推
論
そ
持
納

統
計
的
推
盟
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巷

/又

O 

第
五
・
六
腕

七
七



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

f、

第
五
・
町
六
回
都

七
j、

法
。
一
種
と
み
在
す
見
解
在
否
定
し
て
い
在
い
の
で
あ
る
q

之
に
劉
し
、
関
納
法
と
並
川
す
る
研
究
法
と
し
て
の
統
計
方
法
の
主
張
は
リ
ュ

l
メ
ワ
ン
(
知
E
E
E
)
忙
見
ら
れ
る
。

リ
ン
は
1

統
計
方
法
は
、
経
験
科
皐
の
た
め
に
、
開
納
す
な
わ
ち
類
型
的
何
別
事
象
よ
り
他
の
諸
事
象
へ
の
推
論
が
役
に
立
た
た
く

な
る
共
の
所
に
入
り
込
ん
で
来
る
D
で
あ
る
〔
白
」
統
計
方
法
は
開
納
法
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
〈
て
、
そ
れ
を
並
列
す

リュ

1
メ

と
鴻
ぺ

る
も
の
で
あ
る
と
と
な
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
リ
ュ

1
メ
リ
y
白
表
現
は
多
分
陀
格
言
的
で
あ
っ
て
、
殿
密
な
詮
明
監
快
い
て
九
百
り
、

殆
ん
ど
完
全
に
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
リ
品

1
メ
リ
ン
白
忠
惣
は
チ
ュ
プ
ロ
ウ
に
占
っ
て
復
活
さ
れ
展
開
さ
れ
た
。
カ
ゥ
フ
7

ン
に
よ

れ
ぽ
、
チ
ユ
プ
ロ
九
円
は
、

I
-
s
・
ミ
ル
陀
ょ
っ
亡
確
定
さ
れ
た
原
因
と
結
果
の
視
数
性

(EEHEm)
と
い
う
事
貨
か
ら
牛
じ
た
論

理
的
結
果
を
終
局
詰
考
え
抜
い
た
最
初
の
人
で
あ
b
、
す
で
に
以
前
に
多
く
の
理
論
家
が
枇
脅
科
地
下
の
似
品
川
唱
に
蹄
納
法
を
油
用
ず
る

こ
と
ま
討
さ
れ
る
と
み
な
し
て
い
た
疑
問
と
制
限
か
ら
論
理
的
推
理
を
解
放
し
た
最
初
の
人
で
あ
り
、
リ
ュ

l
メ
リ
ン
に
よ
う
て
格

言
的
な
形
で
述
べ
ら
れ
た
統
計
方
法
の
蹄
納
法
か
ら
の
濁
立
に
閲
す
る
命
題
陀
肢
汎
在
理
論
的
根
様
相
礼
典
、
そ
れ
に
よ
う
て
そ

ρ

命
題
に
主
要
な
理
論
家
白
注
意
を
ひ
き
つ
け
た
最
初
白
人
で
あ
る
。

以
下
簡
単
に
チ
ュ
プ
ロ
ウ
白
要
旨
を
見
ょ
う
。

純
粋
な
蹄
納
法
の
泊
肘
可
能
性
の
基
本
的
前
提
は
、
研
究
さ
れ
て
い
る
現
象
に
所
奥
の
形
越
を
取
ら
し
め
た
金
原
因
由
複
合
慨
と
、

所
県
白
原
因
「
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
全
結
果
の
復
合
踏
に
つ
い
て
の
悉
皆
的
な
知
識

(
O
B
F
S
E骨

P
E
E主
が
存
在
す
る
己

と
で
あ
己
。
あ
る
試
行
D
結
果
は
、
そ
の
た
め
に
そ
白
綿
慨
に
壮
い
て
、
原
因
A
+
B
+
C
は
出
来
事
ん
い
十
九
十
f
H
h
k
結
果
し
た
と

い
う
公
式
に
油
合
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
と
り
よ
う
な
場
合
、
然
も
こ
白
ょ
う
左
場
合
に
ゐ
い
て
の
み
、
悼
師
納
法
は
無
保
件
ト
仏
国
四

出
判
な
推
理
主
行
う
楼
利
を
得
、
白
師
納
法
に
よ
る
結
論
は
す
べ
て
白
、
過
去
、

現
在
、
未
来
の
場
合
に
安
営
す
る
も
白
と
み
左
さ
れ
る



の
で
あ
弓
。
い
う
迄
も
な
〈
、
人
問
。
共
同
生
活
に
閲
す
る
間
半
開
り
全
部
と
、
自
然
科
同
時
半
白
文
部
分
に
拾
い
て
今
述
べ
た
傑
件
は
賞

現
さ
れ
て
語
ら
歩
、
縫
っ
て
蹄
納
的
推
理
の
型
は
純
粋
な
形
に
沿
い
て
は
適
用
す
る
己
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

研
究
が
「
原
因
A
+
B
+
C
は
出
来
事
九
十
九
十

G
R結
果
し
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
公
式
の
要
求
に
一
致
し
た
い
僚
件

で
行
は
れ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
具
慨
的
危
無
限
に
異
る
場
合
は
、
ニ
ワ
の
主
要
種
に
分
た
れ
る
。

第
一
は
原
因
と
結
果
に
闘
す
る
知
識
の
不
完
全
な
と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
白
資
験
と
観
察
の
結
果
は
原
因
A
+
B
+
C
と
結

果
ん
+
九
+
P
H
白
蓮
闘

(
E官
官
官

E
E国
間
)
と
い
う
形
骨
と
ら
な
い
で
、
常
に
、
原
因
A
+
B
+
C
+
X
と
結
果
ム
+
九
十
仏
(
あ
る

い
は
原
因
A
+
B
+
C
と
結
果
A

「
+
町
+
ら
+
Y
)
白
蓮
闘
と
い
う
形
を
と
る
。
と
の
場
合
に
は
因
果
関
係
を
明
忙
す
る
た
め
に
は
、
障
納

法
ほ
伎
に
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
は
原
因
と
結
果
の
権
政
性

(
E
C
E
5
4
で
あ
る
。
「
A
と

E
の
聞
に
因
果
関
係
在
確
定
す
る
に
際
し
て
、
A
-
r一E
の
全
憾
の

中
に
相
五
に
一
致
す
る
要
素
の
他
に
、
相
互
に
何
等
閥
係

L
aい
他
白
要
素
が
存
在
し
友
い
と
い
う
と
と
が
保
詮
さ
れ
友
い
。
そ
の

そ
れ
か
ら
『
原
因
の
複
数
世
』
が
生
ヒ
、
反
封
忙
B
忙
存
在
し

て
A
に
存
在
し
な
い
・
な
ら
ば
、
と
れ
は
「
結
果
の
複
数
性
』
で
あ
る
。
」
い
う
迄
も
な
く
雨
者
の
結
合
し
て
い
る
場
合
も
存
在
す
る
。

勿
論
、
原
因
と
結
果
の
複
数
性
は
、
事
賓
の
白
然
に
存
し
因
果
性
に
闘
す
る
我
々
の
認
識
を
鐙
え
る
と
と
が
で
海
ぐ
る
と
と
ろ
の
民
白

ょ
う
友
未
知
の
要
素
が
A
に
存
在
し
て
B
に
お
廿
在
し
な
い
な
ら
ば
、

一
割
貨
で
は
な
い
。
線
数
性
は
先
行
の
系
列
と
そ
れ

K
績
く
系
列
か
ら
相
互
に
一
致
す
る
要
素
的
原
因
と
嬰
素
的
結
果
以
外
白
何
物
も

含
ま
な
い
要
素
群
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
我
々
の
無
能
力
か
ら
生
じ
た
白
で
あ
る
oJ
そ
れ
に
し
て
も
原
因
と
給
果
の
複
数
性

の
場
合
も
又
科
同
学
的
分
析
白
封
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
白
で
あ
っ
て
、
と
の
場
合
一
義
的
左
因
巣
闘
係
の
究
明
者
事
と
す
る
論

理
畢
上
の
蹄
納
法
は
役
に
立
た
友
い
。
か
か
る
自
由
友
従
う
て
多
義
的
危

(
t
m
E
2
2肉
)

因
果
関
係
の
究
明
に
統
計
方
法
が
悶
ひ
ら

統
計
的
推
醒
と
統
計
的
法
問

捧
六
十
九
巻

戸、

第
五
・
六
貌

七
九



統
計
的
推
理
と
統
計
的
措
則

第
六
十
丸
春

"、

第
五
・
六
腕

J、
O 

れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
チ
ュ
プ
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、

統
計
方
法
は
蹄
納
訟
に
従
属
す
る
も
の
で
な
く
て
そ
れ
と
同
等
の
も
の
で
あ
り
、

阿
者
は
共

に
因
果
関
係
の
把
握
に
周
ひ
ら
れ
相
互
に
楠
日
比
す
る
も
の
で
あ
る
。

蹄
納
訟
が
連
闘
の
不
可
分
離
と
い
う
標
識
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
、
統
計
的
推
理
の
場
合
の
如
く
原
因
と
結
果
白
白
T

同
仕
因

f 

果
関
係
の
場
合
の
根
按
配
何
に
求
め
る
か
?

そ
の
根
山
慨
は
確
率
論
に
求
め
ら
れ
る
。

以
上
が
、
統
計
方
法
》
一
院
納
法
の
一
一
極
と
見
る
か
、
あ
る
い
は
飾
納
法
と
同
等
の
も
白
と
見
る
議
論
の
大
要
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
如
く
、
統
計
的
推
理
を
と
の
両
者
白
仰
れ
か
と
み
た
す
か
は
、
統
計
方
法
の
一
課
題
と
限
界
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
と

れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
結
論
的
に
い
え
ば
「
統
計
方
法
そ
の
も
の
の
課
題
は
経
験
的
法
則

l
恒
常
性
、
規
則
性
、

因
果
関
係
白
確
定
以
外
白
何
物
で
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
次
い
で
統
計
方
法
の
遁
問
領
域
外
に
沿
い
て
、
す
な
わ
ち
積
々

白
特
殊
科
犠
白
領
域
、
あ
る
い
は
賀
際
の
生
部
経
験
に
島
い
て
決
定
的
な
設
明
在
得
、
こ
れ
ら
の
種
々
白
純
粋
科
塾
、
応
用
科
皐
に

よ
っ
て
、
そ
の
他
の
種
々
の
事
資
材
料
と
そ
D
他
の
種
々
の
科
母
的
分
析
の
方
法
と
と
も
に
蛍
該
科
阜
の
全
般
系
の
構
成
白
た
め
に

使
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
統
計
方
法
そ
の
も
の
の
役
割
は
何
等
か
の
統
計
的
因
果
蹴
係
の
確
立
の
瞬
間
忙
終
る
の
で
あ
か
。
L

カ
ウ

7

7

y
は
こ
の
よ
う
に
統
計
方
法
白
課
題
と
役
割
配
限
定
し
た
後
、
統
計
方
法
殊
に
統
計
的
推
盟
と
蹄
納
法
と
の
閥
係
に
ワ
い
て
は
、
今

述
べ
た
チ
ュ
プ
ロ
ウ
白
見
解
に
賛
成
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
統
計
方
法
の
恭
礎
付
そ
確
率
諭
に
求
め
る
と
と
五
叉
同
様
で
あ
る
。

( 

(:3) (勾 (1)き

〉
同
E
「

E
E
J
凶
担
。
∞
・
出
回
こ
れ
ら
が
カ
ウ
プ
マ
ン
に
お
い
亡
如
何
に
理
解
さ
れ
て
い
る
-F
は
後
に
見
る
で
あ
ろ
う
。

〉
阿
倍
正
当

E
ロ
w
h
H
E
m
-
G
'
戸

E
。

〉
・
問
自
民

g
h
p
J
P
P
C
F
}
k
一点
。



向

〉

同

E
E
E
3
p
p
c・

m-z。

山

門

司

Z
M
M
m
w
N己
吋
F
E
Z
骨
三
冨
E
m自
白
mn宮
百
戸
百
四
防
局
長
与
耳
目
自

E
L
R
F
E
の
E
巳
揮
官
F
E
4
4
(
久
留
問
鮫
建
民
語
、
人
間
祉
曾
に
お
け

る
大
量
現
象
の
珪
繭
に
つ
い
て
、
七
六
と
七
頁
)

山川

hr
同
ど
円
台
ロ

E
g
斜
加
。
叩
・
民
同

向
。
・

}w-Eお
H
E
M
-
F司、吋
]
H
E
E
仏

2
2
P
E
c
r
出
回
昌
記
(
概
田
植
之
助
民
罪
、
統
計
苧
心
理
論
に
つ
い
之
、
一
一
、
四
四
ニ
頁
)

向
〉
・
同
ωEHEpuli-
凶

C
切目

E
C

仙
川
チ
ュ
プ
ロ
内
y
u
所
設
に
つ
い
て
は
、
宗
藤
圭
三
氏
、
統
計
的
措
則
の
根
援
、
昭
和
十
年
弘
文
堂
、
特
作
第
=
錦
、
第
二
草
チ
五
プ
ロ
ウ
心
皐
設
に

づ
い
て
参
照
。

均

P
同

Z
E
E
3
P
拘

C
ω
・
匡
ω
i
H色

町

〉

同

E

E
自
国
w
p
p
3
・
ω
H
E

統
計
的
推
論
の
方
法

統
計
的
推
理
壮
行
う
た
め
に
は
「
調
夜
資
料
白
整
理
か
ら
生
じ
た
絶
封
数

ζ
更
に
計
算
的
加
丁
に
附
し
、
絶
針
教
を
統
計
係
数

あ
る
い
は
民
義
白
比
例
数
」
に
料
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
釘
数
を
統
計
係
教
に
勝
北
す
る
と
と
は
単
に
技
術
的
操
作
に
す
古

な
い
の
し
か
し
カ
ゥ
フ
マ
ン
が
正
山
品
に
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、

オ
統
計
係
敬
は
、
す
パ
て
の
側
々
の
場
合
に
研
究
さ
る
べ
き
現
象

の
特
性
、
並
忙
、

ζ

れ
が
特
に
重
要
で
あ
る
が
研
究
の
目
的
に
一
致
し
友
け
九
ば
な
ら

K
M
O
L
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
す
な

b
ち

釘
象
の
一
質
的
内
市
什
を
無
視
し
た
阜
左
る
統
計
方
法
と
し
て
の
技
術
的
操
作
は
、
明
瞭
に
否
定
さ
れ
て
い
る

D
で
あ
る
。
統
計
的
操
作

は
一
見
技
術
的
に
見
え
よ
う
と
も
、
常
に
そ
の
背
後
に

H質
科
尽
に
止
る
封
書
誌
を
橡
想

L
て
い
る
の
で
あ
る
。
統
計
的
推
現
一
に

よ
っ
亡
「
統
計
的
性
格
心
科
事
的
結
論
」
は
と
と
で
如
何
に
し
て
四
日
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
木
節
に
沿
い
て
明
に
す
べ
き
課
庖

第
五
・
六
披

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

/、
回

五、



統
計
的
推
理
と
続
計
的
措
則

第
六
十
九
巻

J、、
五

第
五
・
六
競

人

で
あ
る
。
線
維
な
る
高
等
数
感
を
使
用
す
み
取
な
る
数
理
解
析
と
し
て
山
一
統
計
的
解
析
を
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
避
け
る
。
彼
忙
ゐ
れ
ば
、

統
計
的
推
理
、
従
う
て
叉
統
計
思
に
と
っ
て
は
算
術
的
計
算
と
初
歩
的
な
代
放
公
式
で
十
分
で
あ
る
。
彼
は
数
理
統
計
皐
の
提
唱

T

る
公
式
心
機
械
的
泊
川
社
戒
め
、
そ
れ
が
「
誤
謬
ム
一
誤
解
の
源
ル
」
と
な
る
こ
と
た
指
摘
し
て
い
る
。

統
計
的
推
理
の
た
め
に
は
唯
一
仰
の
数
字
は
、
た
と
え
そ
れ
が
平
均
数
・
比
例
数
心
形
そ
ま
と
っ
て
い
よ
う
と
も
伎
に
立
た
な
い
。

ツ
l
バ
1
2
2
Z与
が
辿
べ
て
い
る
主
う
に
、
「
唯
一
仰
の
相
劉
数
は
唯
一
箇
の
事
資
在
確
定
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
白

d

'

J

 

考
察
に
何
等
の
機
縁
K
T
一
興
へ
九
ピ
も
の
司
ピ
は
な
い
。
岬
位
。
て
統
計
的
推
哩
は
唯
一
箇
の
数
字
の
中
忙
求
め
ら
れ
左
い
で
、
統
計
数
字

の
系
列
心
中
に
求
め
ら
れ
る
。
統
計
数
列
の
考
察
こ
そ
は
規
則
性
、
合
法
則
性
、
因
果
的
あ
る
い
は
函
数
的
連
閥
在
確
立
す
る
方
法

で
あ
る
。

統
計
馳
列
化
現
れ
る
規
則
性
、
恒
常
松
が
統
計
現
論
陀
お
い
て
重
繭
さ
れ
、
か
か
る
も
の
が
統
計
的
法
則
と
呼
ば
れ
℃
い
る
。
し

か
し
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
統
計
数
列
の
安
定
性
が
科
皐
的
認
識
す
な
わ
ち
統
計
的
推
理
に
と
ワ
て
有
す
る
意
義
は
第
二
義
的
で
あ
る
と

し
て
、
主
税
じ
な
い
の
で
あ

U
o
勿
論
彼
は
、
か
か
る
安
定
性
が
枇
命
生
活
の
賢
践
に
と
っ
て
大
な
る
意
義
主
有
す
る
こ
と
を
否
定

す
る
も
心
で
は
な
い
。
し
か
し
、
統
計
放
列
の
安
定
性
が
、
か
か
る
安
定
住
を
生
ぜ
し
め
た
一
定
の
欣
態
も
し
く
怯
原
因
の
存
在
を

坑

m
吊
忙
し
て
も
、
か
か
る
欣
態
も
し
く
は
原
因
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
も
古
川
る
こ
と
が
な
い
。
か
か
る
意
味
に
九
百
い
て
そ
れ

位
笠
一
義
的
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ザ
、
統
計
数
列
の
安
定
住
は
全
く
異
質
的
な
説
明
を
排
除
す
る
も
の
で
は
伝
い
の
で
あ
る
。
と

れ
は
男
児
白
川
生
が
女
児
白
川
生
よ
り
超
過
し
、
そ
の
剖
合
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
と
い
う
事
貨
に
加
へ
ら
れ
た
、
新
生
児
の
偲
性
別

の
究
極
山
一
原
因
に
闘
す
る
い
ろ
い
ろ
白
臆
設
を
指
摘
す
れ
ば

I
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、

テ
ュ

I
ピ
ン
ヂ
ン
の
ホ
I
フ
ア
ッ
ケ
ル
と
本
〈

人
サ
ド
ラ

l
は
、
両
親
の
年
齢
閥
係
が
男
女
の
岨
間
性
ー
に
影
響
わ
る
も
の
と
し
、

し
か
も
夫
が
妻
よ
り
も
年
上
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
男



レ
キ
シ
ス
陀
よ
れ
ば
、
見
性
性
決
定
国
子
(
同
2
5
)
と
女
性
性
決
定
因
子
は
自
然
的
に
一
定

。
割
合
で
奥
え
ら
れ
亡
お
り
、
ヲ
て
れ
は
近
、
似
的
に
一

O
六
封
一

C
C
に
ご
故
寸
ろ
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
男
児
出
生
数
と
女
児

出
生
教
の
割
合
は
、
確
率
論
に
よ
っ
て
、
男
性
判
決
先
悶
子
と
女
性
判
決
定
図
子
心
受
精
の
陳
謝
ヰ
す
友
わ
ち
一

O
六
割
一

0
0
に
比

例
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
イ
ヤ

1
は
男
児
の
出
生
が
女
児
の
出
生
を
超
え
る
と
い
う
事
交
を
道
徳
的
動
機
ビ
止
っ
て
引
じ
た
も

の
止
す
る
。
す
な
わ
ち
、
家
名
の
相
続
者
そ
得
た
い
と
い
う
問
視
の
は
げ
し
い
希
墜
に
よ
っ
て
男
児
出
生
が
女
児
山
生
に
超
過
す
る

と
い
う
と
と
が
ひ
き
起
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
か
か
る
悦
設
の
創
杭
者
。
一
人
マ
イ
ヤ
ー
と
共
に
一
「
新
生
児
白

煙
性
別
乃
至
至
る
所
に
殆
ん

E
同
じ
程
度
忙
現
わ
れ
る
男
児
出
生
超
過
の
究
極
の
原
因
は
、
た
と
日
γ多
〈
の
恨
設
と
推
測
と
が
之
に

閉
し
て
仕
さ
れ
て
い
る
忙
し
て
も
、
現
在
心
一
加
な
烏
全
然
榊
一
艇
に
属
し
て
居

h
L
と
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
の
守
あ
る
。
か
く
の

如
〈
恒
常
性
心
事
官
そ
の
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
説
明
と
土
〈
一
致
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
う
て
、
か
か
る
意
味
で
、
統
計
的
推
理

に
と
っ
て
は
第
二
義
的
で
あ
る
と
い
う
白
で
あ
る
。
。
グ
ワ
ル
ト
の
い
う
如
〈
川
統
計
数
字
の
恒
常
性
に
あ
ら
は
九
一
る
規
則
性
は

「
先
宇
第
一
に
記
越
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
地
域
虻
長
い
て
個
々
の
受
化
す
る
事
象
の
出
て
く
る
傑
件
が
そ
の
全
般
に
沿
い

て
恒
常
的
で
あ
る
と
い
う
前
提
な
し
に
は
、
何
等
白
必
然
性
も
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
W
o
一
規
則
世
・
恒
常
性
、
要
す
る
に
数

字
白
安
定
性
は
草
に
事
貰
の
確
定
で
あ
っ
て
、
更
に
説
明
を
一
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
カ
ウ
フ
マ
ン
は
少
グ
ワ
ル
ト
と
と
も
に
、
統
計
的
推
理
の
旧
愛
知
を
統
計
数
字
の
縫
動
心
中
に
求
め
か
。
ジ
グ
ワ
ル
ト
は

い
う
。
「
統
計
か
ら
因
果
必
則
を
推
論
す
る
こ
と
が
可
能
な
所
で
は
、
出
渡
鮪
は
教
の
恒
常
陀
で
は
な
く
て
鐙
動
の
中
に
あ
お
o
」
し

か
し
乍
ら
孤
立
し
た
数
列
の
愛
勤
も
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
閃
果
関
係
の
認
識
に
貢
献
す
る
と
と
が
少
い
。
数
列
の
受
動
の
意
味
も

、

、

、

明

「
そ
れ
自
身
汚
察
し
た
時
陀
は
純
粋
に
象
徴
的

(
3
5
1
-
V
E
E
R
V
)
で
あ
る
。
」
そ
れ
忙
し
で
も
、

児
が
ヨ
リ
多
く
生
れ
る
と
し
て
い
る
。

統
計
的
推
理
と
統
計
的
桂
則

第
六
十
九
巻

j、
~. /、

時
間
的
長
統
計
数
列
。
礎
化
正
統

時
五
・
六
貌

ノト、



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

戸、

七

事
五
・
六
競

J又

四

第
六
十
九
巻

計
系
列
に
現
わ
れ
る
昼
間
に
ゐ
け

Z
鑓
動
は
、
教
の
時
間
的
不
同
盟
あ
る
い
は
本
一
間
的
一
致
よ
り
も
、
は

Z
か
に
大
き
な
象
徴
的
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
教
の
費
動
と
相
違
は
、
恒
常
性
の
事
由
民
よ
り
も
は
る
か
に
大
昔
な
規
定
住
を
も
っ
て
、
時
世
動
を

生
ぜ
し
め
た
原
因
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
数
字
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
一
致
と
い
う
事
買
の
皐

た
る
確
定
に
安
ん
す
る
と
と
が
で
き
る
が
、
数
字
と
従
っ
て
出
来
事
の
時
間
に
現
わ
れ
る
著
し
い
鑓
化
、
場
所
に
持
け
る
著
し
い
相

必
然
的
に
こ
の
相
愛
は
何
虚
か
ら
、
こ
の
同
盟
化
は
何
に
よ
勺
て
起
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
へ
導
わ
」
と
い
う
意
味
に
沿
い

逮
は
、

て
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
因
果
闘
係
D
確
定
と
い
う
観
黙
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
統
計
数
列
に
現
わ
れ
る
数
字
の
一
鐙
化
あ
る
い
は
相
遣
は
、

数
字
。
恒
常
性
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
「
何
と
い
う
原
因
、
何
か
の
事
情

i
lす
べ
て
の
科
事
的
研
究
の
と
白
根

本
問
題
に
封
す
る
答
は
、
個
々
白
統
計
数
列
D
外
に
求
め
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
そ
う
し
て
常
該
現
象
の
客
観
的
朕
態
と
我
々
の
主

観
的
見
解
に
従
っ
て
、

ζ

の
問
題
に
封
す
る
問
答
を
更
に
立
入
っ
た
統
計
的
方
法
に
よ
お
か
、
あ
る
い
は
統
計
的
で
な
い
方
法
に
よ

叫

う
て
得
る
か
は
、
我
々
に
任
さ
れ
る
に
と
す
る
。
勿
論
と
の
問
題
担
統
計
的
研
先
に
土
品
解
答
主
求
め
て
カ
ゥ
7

7

シ
は
更
に
前

進
す
る
。

と
白
因
果
関
係
を
明
に
す
る
た
め
白
統
計
方
法
白
一
般
的
公
式
を
、
彼
は
ボ
ル
ド
ケ
ウ
ィ
ツ
、
。
グ
ワ
ル
ト
陪
よ
っ
て
次
一
の
一
如
く

辿
べ
か
。
即
ち
ボ
ル
ト
ケ
ウ
ィ
ツ
に
よ
れ
ば
「
統
計
忙
沿
い
て
は
因
果
胤
係
は
、
何
等
か
の
献
で
相
互
に
直
別
さ
れ
九
群

(F毛
主

に
関
係
す
る
と
こ
ろ
の
瀕
皮
を
比
較
す
る
方
法
に
よ
っ
て
夜
見
さ
れ
る
。
そ
の
際
原
因
と
い
う
の
は
常
に
一
定
の
標
識
あ
る
い
は
何

等
か
の
方
法
で
特
色
ヂ
け
ら
れ
た
群
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
い
う
り
は
常
該
の
統
計
係
数
あ
る
い
は
統
計
的
千
均

の
比
較
的
商
い
あ
る
い
は
低
い
意
味
で
あ
る
。
」
ジ
グ
ワ
ル
卜
に
よ
れ
ば
「
説
明
に
ま
で
導
〈
♂
ほ
平
均
に
也
用
さ
れ
た
差
異
法

/ 



の

(豆町。同
2
3
2
v
a
m
)
で
あ
る
。
」

一
般
的
・
公
式
的
に
趨
べ
れ
ば
因
果
関
係
確
定
白
震
に
府
ひ
ら
れ
る
統
計
的
推
理
の
原
理
は
と
の
よ

う
で
あ
る
が
、
賢
際
的
・
技
術
的
に
カ
ゥ
プ
、
7
y
D
烹
張
す
る
方
法
は
、
原
則
的
に
は
質
的
介
類

Z
E
h
E
C
S
の
E
唱
E
E込
者
百
也
、

量
的
介
類

(
A
E
P
E
Z
2
9召匂
ENOHrNM
ロ
巴
、
千
行
系
列
の
方
法
(
冨
丘
町
主
B
L
2
宮
E
E
E
問。
F
E
)
の
三
で
あ
る
。

質
的
介
類
と
量
的
介
類
は
同
一
の
根
本
原
理
に
基
き
、
部
分
集
闘
の
分
類
の
基
礎
と
さ
れ
た
要
因
H
標
識
(
冨
司
Z
5
3
へ
の
常
該

現
象
白
依
存
性
が
研
究
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
標
識
の
選
定
は
、
個
別
科
皐
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
行
は
れ
注
げ
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
「
経
験
的
・
科
皐
的
根
撲
か
ら
営
該
現
象
ー
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
標
静
」
が
選
定
さ
れ
る
白
で
あ
る
。

骨
骨
あ
る
い
は
卦
骨
骨
白
標
識
に
よ
っ
て
集
閣
を
部
分
集
圏
に
分
ち
、
そ
れ
に
よ
り
て
因
果
関
係
な
明
に
し
土
う
と
す
る
白
が
質

カ
ゥ
フ
マ

y
は
と
の
例
と
し
て
、

職
業
、

曜
日
の
死
亡
率
ほ
及
ぼ
す
影
響
を
上
げ
て

的
分
類
と
よ
ば
れ
る
品
の
で
あ
る

Q

家

庭

い
る
。
カ
ゥ
フ
マ
ン
が
ウ
ェ
ス
タ

1
ゴ
I
F
の
一
「
死
亡
率
及
び
疾
病
率
白
理
論
」

ロ
旦
冨
。
吋
E
M
g
J
M
E
P
E
E
)
か
ら
引
用
し
て
い
る
例
に
よ
っ
て
と
の
方
法
骨
例
設
す
る
と
弐
の
よ
う
で
あ
る
。
ト
リ
エ
ス
ト
市
と

吟

ベ
ル
リ
ン
市
忙
ゐ
げ
る
者
料
に
よ
れ
ば
、
住
居
心
各
階
層
の
佐
民
千
人
に
付
、
羅
病
率
位
決
心
土
う
で
あ
G
た。

住居ーに長ける
階暦別擢亡率

(
国
者
g
Z品
E
p
p
b
『
}543白
色

。

四

百

2
Z】戸告

トリエ λ ト市

90 

50 

54 

21.1 

19.0 

21.4 

120.4 

18.4 

18.8 

50 

51 

41 

ペノレリン下甘

階

階

階

F菅

F哲

F噛

階

階

F皆

階

階

5， 6~.哲

主也

1 

2 

5 

会噛

4 

8 

3 

1 

。
“ 
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統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
王
・
六
披

戸、
三L

静
六
十
九
巻

i¥ 
F、



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
巻

P，、
ブし

第
五
・
大
韓

八
六

己
の
一
一
都
市
白
例
に
沿
い
て
、
催
病
牛
が
家
屋
の
階
庶
に
依
存
す
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
因
果
闘
係
を
明
忙
す
る
の
は
困
難
で

な
い
。
一
階
特
に
地
下
室
は
佳
民
の
健
康
欣
態
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
白
こ
と
は
こ
れ
ら
の
所
、
特
に
地
下
室
に
は
遁
常
最
も
貧

困
広
人
々
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
一
屑
強
め
ら
れ
る
。
中
聞
の
階
層
白
歌
態
が
一
番
よ
く
、
共
庭
に
は
叉
、
最
も
幸

一
一
陣
な
人
々
が
住
居
主
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
い
階
居
は
又
も
や
健
康
に
有
害
で
あ
る
が
、
と
と
は
叉
比
較
的
貧
し
い
人
々
に
よ

っ
て
住
ま
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

質
的
分
類
の
場
合
、
部
分
集
問
白
様
識
は
一
定
。
因
果
関
係
の
指
示
を
合
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
標
識
は
現
象
に
直
接
的
影
響

を
及
ぼ
ナ
事
情
に
一
致
す
る
か
、
あ
る
い
は
現
象
に
影
響
を
及
ぼ
す
傑
件
の
複
合
憾
と
み
な
さ
る
て
き
事
情
に
一
致
す
る
か
で
あ
る
。

従
ヲ
て
一
定
の
標
識
に
ょ
う
て
分
類
さ
れ
た
数
字
の
中
に
観
察
さ
れ
る
変
動
の
程
度
は
、
標
識
と
さ
れ
た
要
因
の
重
要
苫
の
尺
度
と

t
し

τ現
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
白
は
、
質
的
分
類
の
方
法
は
「
一
定
の
因
果
関
係
の
存
在
が
頭
じ
め
繋
期

さ
れ
て
い
る
方
向
に
烏
い
て
の
み
用
び
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

U

と
の
方
法
は
、
標
識
と
し
て
選
ば
れ
た
要
因
の
作
刷
が
期

待
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
震
さ
れ
る
の
で
あ
ツ
て
、
通
常
は
モ
の
期
待
そ
詮
明
す
る
か
反
駁
す
る
か
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
と
と
を
し

な
い
。
と
の
方
法
に
よ
ワ
て
お
し
柏
村
る
最
高

ω
こ
と
は
、

一
方
に
沿
い
て
は
、
分
類
の
基
本
に
な
る
要
因
リ
標
識
の
作
削
力
の
測
定

で
あ
り
、
他
方
に
沿
い
て
は
、
そ
む
影
響
白
点
法

21)
を
よ
り
詳
し
く
明
に
す
る
と
と
で
あ
る
。

「
狩
ル
ち
は
v
b
ハ
い
わ
や
仲
L
V
動
苧
山
円
わ
あ
亦
ト
ル
た
標
札
四
一
に
よ
ヲ
て
、
集
闘
を
部
分
集
闘
に
分
ち
、
そ
れ
に
よ
ワ
て
推
理
を
行

う
の
が
量
的
分
類
の
方
法
で
あ
る
。
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
こ
と
で
生
命
保
険
の
契
約
金
の
高
さ
心
直
別
に
上
る
年
齢
別
死
亡
率
、

::'E 

あ

た
り
の
居
住
者
数
と
死
亡
者
山
平
均
年
齢
、
夫
婦
の
結
婚
年
齢
と
千
の
数
の
闘
係
等
の
諸
例
を
あ
げ
て
い
る
。
今
、
生
命
保
険
の
契

¥

-

約
金
白
高
さ
の
直
別
に
よ
る
年
齢
別
死
亡
率

ω場
合
を
と
う
て
、
共
馴
間
的
忙
量
的
分
類
の
方
法
を
一
万
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
c



保険金契約高別
年齢別死亡率

金

~OO !"ー

レノレ以上

唯
一
つ
の
例
外
を
険
い
ナ
、

す
べ
て
の
年
齢
群
に
お
い

20 

24 

33 

44 

14 

19 

11 

13 

13 

て
高
額
の
被
保
険
者
、
従
う

τ富
裕
な
も
の
白
死
亡
率
は
、

低
額
の
被
保
険
者
よ
り
も
著
し
ぐ
侭
い
。
と
の
場
合
、
集

E最

50~ 200 
'7-νjレ

15 

大
小
が
官
の
稼
度
に
依
存
す
る
こ
と
を
明
白
忙
し
て
い
る

1* 

aO 

51 

圏
を
部
分
集
的
忙
量
的
に
介
類
、
す
ろ
方
法
は
、
死
亡
葬
の

13 

22 

25 

"，て"，' 

16 

19 

年齢

40 

65 

45 

60 

"0 

25 

35 

の
で
あ
る
。

何
々
の
部
八
宵
集
闘
に
う
い
て
計
算
さ
れ
た
平
均
数
あ
る

t

い
は
相
劉
数
忙
硯

b
さ
れ
た
現
象
の
耕
民

化
は
、
分
類
の
量
的
標
識
と
明
白
に
閥
係
じ
て
止
り
、
雨
者
の
間
に
因
果
関
係
の
存
花
す
Z
と
と
が
喉
定
で
き
る
白
で
あ
一
る
。
従
っ

て
正
し
い
部
分
集
闘
の
標
識
を
見
付
け
出
す
こ
左
は
「
そ
の
現
象
の
踊
型
化
白
根
底
に
あ
る
因
果
関
係
に
劃
す
る
問
題
賠
の
正
し
い
解

決
言
古
九
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
あ
。
す
な
わ
ち
枇
脅
科
撃
的
認
識
の
み
が
か
か
る
正
し
い
摂
識
の
後
見
に
導
く
の
で
あ
っ
て
、

量
的
分
類
の
場
合
に
沿
い
て
も
、

統
計
方
法
だ
就
曾
科
間
半
白
方
法
論
で
あ
る
限

b
、
必
然
的
た
要
詩
で
あ
る
。

さ
て
我
々
が
日
常
多
く
遭
遇
す
る
の
は
、
統
計
的
比
例
激
の
分
類
の
基
礎
と
な
っ
た
標
識
が
何
等
の
因
果
性
心
指
示
を
含
ま
な
い

/
 

場
合
で
あ
る
。
，
例
え
ば
大
都
市
の
各
匿
に
舟
け
る
死
亡
率
を
現
わ
ず
数
系
列
、
死
亡
、
犯
罪
な
ど
の
年
平
均
数
を
現
わ
す
数
系
列
な

E
で
あ
る
。
と
の
よ
う
た
統
計
激
列
に
沿
い
て
は

ρ
因
果
関
係
を
確
定
す
る
た
め
に
、
統
計
数
列
研
究

ρ乙
の
初
期
の
段
階
に
告
い

て
早
く
も
統
計
白
地
盤
を
去
っ
て
、
そ
の
統
計
数
列

ι現
わ
れ
て
い
る
差
異
を
、
常
該
現
象
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
と
と
ろ
の
時
間

と
昼
間
に
沿
い
で
帥
型
化
す
る
、
我
々
の
自
由
に
し
得
る
知
識
の
綿
酬
聞
か
ら
詮
明
ず
る
こ
と
在
強
制
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
依
然
と

し
て
統
計
的
推
理
に
止
る
か
で
あ
る
。
我
々
が
問
題
に
す
る
の
は
後
者
の
場
合
で
あ
り
、
「
同
一
の
介
類
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

統
計
的
推
躍
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
容

一九

O

第
五
・
宍
競

八
七



統

計

的

推

理

と

統

計

的

法

則

二

九

一

た
一
一
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
統
計
数
列
奇
比
較
的
あ
る
い
は
平
行
的
に
考
察
す
る
方
法
」
で
あ
っ
て
、

第
六
十
九
巻

第
五
・
六
披

丹、

/九

平
行
系
列
の
方
法
と
呼
ば
れ

る。
平
行
系
列
白
方
法
に
沿
い
て
必
要
な
り
は
、
分
類
原
理
が
平
行
的
に
考
察
さ
れ
る
す
べ
て
白
数
系
列
に
封
し
て
同
じ
で
あ
る
と
い

う
と
と
と
、
事
象
白
木
質
に
閥
し
て
何
等
か
の
因
果
関
係
が
確
買
に
存
在
す
る
か
、

あ
る
い
は
を
白
存
花
が
推
定
さ
れ
る
と
と
で
あ

Z
。
そ
の
際
「
遜
常
平
行
的
考
察
に
附
さ
れ
る
統
計
数
列
。
一
又
は
若
干
は
原
因
と
み
な
さ
れ

τ
い
る
要
因
の
現
象
に
閥
係
し
、
他

の
一
あ
る
い
は
若
干
の
統
計
数
列
は
前
者
に
主
っ
て
作
用
を
受
け
る
と
と
ろ
の
現
象
に
関
係
し
て
」
い
る
ロ
と
り
場
合
に
明
に
し
よ

う
ム
」
す
る
の
は
、
前
二
者
の
の
類
方
法
の
如
ぐ
、
統
計
数
列
の
統
計
係
数
の
部
分
集
閤
標
識
へ
の
依
存
性
白
解
明
で
は
な
く
て
、
同

じ
分
類
原
理
に
土
門

Jτ
構
成
さ
れ
た
統
計
数
列
の
統
計
係
数
の
動
き
り
平
行
あ
る
い
は
反
封
を
確
定
し
、
そ
の
根
底
に
あ
る
因
果
関

係
を
確
定
す
る
と
と
に
あ
る
。

平
行
系
列
の
方
法
に
う
い
て
一
般
的
に
い
う
と
失
白
如
く
で
あ
る
。

• 

「
平
行
系
列
白
中
に
現
わ
れ
る
明
白
な
午
行
あ
る
い
は
封
立
、

は
、
山
戸
該
現
象
的
一
聞
に
何
等
か
白
因
果
樹
係
が
存
指
す
る
と
と
白
詮
明
と
み
・
な
し
て
よ
い
。
原
因
と
な
同

J

た
要
因
は
、
比
較
さ
れ
た

系
列
の
中
忙
表
現
さ
れ
た
現
象
の
一
あ
る
い
は
二
、
三
白
中
h
t
求
め
る
と
と
が
で
き
る
か
、
あ
る
い
は
、
原
因
と
な
っ
た
要
因
は
と

の
系
列
の
外
の
何
鹿
か
に
求
め
る
べ
音
で
あ
り
、
営
該
現
象
の
平
行
系
列
の
中
に
致
的
表
現
在
見
聞
し
て
い
る
オ
べ
て
の
現
象
に
同

時
化
影
響
を
及
ぼ
す
何
等
か
の
原
因
又
は
原
因
復
令
慨
の
中
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。

ζ

白
立
場
り
ど
れ
が
営
該
白
場
合
に
用
う
る
と

M
P
 

A
が
で
き
る
か
は
、
個
々
の
場
合
に
、
何
々
の
特
別
の
考
察
に
蒸
い
て
の
み
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
L

一
室
哲
居
住
人
口
と
死
亡
率
の
関
係
等
に
よ
っ
て
、
平
行
系
列

白
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。
今
ラ
イ
#
苦
心
情
格
L
L

犯
罪
の
閥
係
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
次
白
ご
う
白
数
系
列
は
ド
イ
ツ
に
烏
け
る
ラ
イ

カ
ゥ
フ
マ
ン
は
ラ
イ
萎
の
債
格
と
犯
罪
数
の
聞
係
、
平
均
出
家
賃
、



， 葬

ライ号事白f買格と犯罪致 。〉
イ日
格
左

縞
主主
す巳
を

す
も
〈口

で
あ
る

ノ、口100000
人仁付縞j盗
Z日 ， 

2.¥0 

234 

!:lOO 

]88 

194 

2雪9

230 

210 

210 

]96 

190 

210 

205 

215 

196 

181 

191 

持
品
別

償
問

の
ク
)

費
h
w
h

イ
マ
世
間

一
フ
(
比

164 

154 

14.' 

]70 

154 

171 

180 

143 

157 

182 

215 

185 

141 

122 

134 

138 

152 

1892 

1~93 

1887 

1890 

1894 

1897 

1898 

1882 

1883 

1884 

1886 

1888 

1889 

1895 

J896 

1885 

1891 

と
の
数
系
列
陀
沿
い
て
、
個
々
の
年
に
現
H

わ
れ
て
い
る
非
本
質
的
な
偏
差
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
雨
系
列
は
明
白
な
平
行
在
示
し

て
い
る
。
我
々
は
ラ
イ
萎
の
債
格
白
中
に
原
因
を
、
縞
盗
数
白
中
に
結
呆
を
求
め
、
穀
物
債
絡
が
高
い
こ
と
が
犯
罪
特
に
盗
み
白
増

加
に
影
響
者
及
ぼ
す
事
情
の
一
と
み
友
苫
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
忙
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
カ
ウ
フ
マ
シ
白
、
統
計
方
法
忙
よ
ヲ
て
因
呆
閥
係
に
閲
す
る
推
論
を
得
る
方
法
白
概
略
で
あ
る
。
咽
貝
際
に
我
々
が
統
計
資

料
を
庖
理
す
る
忙
あ
た
っ
て
は
、
部
バ
刀
集
闘
に
分
類
す
る
最
初
の
二
方
法
は
そ
の
遁
肘
が
拒
ま
れ
、
最
後

ω
平
行
系
刈
の
方
合
に
頼

ら
ぎ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
。
け
れ
ど
も
原
理
的
に
い
う
主
な
ら
ば
「
数
字
材
料
の
性
質
が
許
J
V
所
で
は
何
庭
で
も
、
一
一
つ
の
部
分

集
圏
分
類
方
法
百
一
つ
一
、
特
陀
量
的
分
類
方
法
宇
一
周
ひ
る
と
と
を
怠
る
べ
き
で
は
な
山
o
」
何
と
な
れ
ば
精
巣
白
正
確
さ
(
ロ

E
E持

に
閲
し
て
、
部
分
柏
市
闘
に
分
類
す
る
用
方
法
は
、
平
行
系
列
白
方
法
に
比
し
て
著
し
く
俊
れ
て
い

E
4
L」
確
定
さ

3
2
E
E百円)

る
か
ら
で
あ
る
。
と
の
鮪
に
閥
し
で
は
、

こ
れ
ら
の
方
法
D
基
礎
に
な
る
統
計
係
数
白
性
質
を
考
慮
す
れ
ば
明
に
な
る
で
あ
ら
う
。

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
五
・
宍
強

第
六
十
九
轡

九

八
九



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

静
六
十
九
巻

大a

第
五
・
六
盟

ブL
O 

す
な
わ
ち
部
分
集
圏
分
類
の
雨
方
法
に

b
い
て
は
、
す
べ
て
の
個
々
の
事
例
は
そ
れ
に
一
致
す
る
根
識
に
よ
っ
て
特
色
宇
け
ら
れ
た

部
分
集
闘
に
入
る
白
に
釘
し
て
、
平
行
系
列
の
一
方
法
に
沿
い
て
は
側
々
の
事
例
心
部
分
集
闘
へ
白
分
類
は
問
題
に
友
ら
、
な
い
で
、
平

均
数
白
み
が
問
題
忙
な
る
。
し
か
し
ζ

乙
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
部
分
集
闘
へ
の
分
類
白
方
法
は
、
既
知

の
因
果
闘
係
り
確
認
も
し
て
は
反
駁
以
上
陀
出
る
こ
と
が
な
い
白
に
反
し
て
、
、
「
平
行
系
列
の
方
法
に
よ
う
て
あ
る
科
度
手
さ
ぐ
り

(同
R
C
2
5
5
)
が
行

b
れ
、
モ
心
手
さ
ぐ
り
は
あ
る
種
目
場
合
に
は
忠
ひ
が
け
な
い
漣
閥
在
稜
見
し
、
部
分
集
困
へ
む
分
類
の
方
法

仇つ

で
は
殆
ん
左
生
す
る
と
と
白
で
き
な
い
統
計
的
愛
阿
見
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
¥

東
に
こ
れ
ら
白
方
法
が
賀
際
の
場
合
に
は
組
合
わ
さ
れ
て
適
用
さ
れ
る
と
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
と
こ
で
は
、
と
れ
ら
の
方
訟
の
/

恭
本
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

(
註
)向

カ
ウ
フ
マ
シ
は
統
計
的
推
理
由
た
め
作
用
い
ら
れ
る
統
計
再
開
教
と
し
て
、
平
均
値
(
巴

h
n
z
b
E
Z晶
ER目
。
邑
・
冨

E
n
E
2
3
占
狭
義
白
比
例
数

を
あ
げ
、
後
者
に
つ
い
て
は
強
度
数

(
F
g
E
E
E
E
)
と
構
成
数
(
の
宮
内

W
E品
E
E
)
を
あ
げ
る
に
止
わ
て
い
る
。

〉
・
岡
宮
内
田
戸

H
J
F
P
C
-
m
H
(
)∞

ぁ，

k
p

・
同
自
『

E
m
g
p
p
m
o・
F
H
C
C

司
〉
同
自
内
同

S
H
E
w
p
目

C・
m
-
E
C

仙
仰
門
カ
ウ

7

マ
ン
は
数
盟
統
計
鳳
亭
平
叩
代
表
者
と
し
て
、
イ
ギ

ηp，
司
ス
《
由
同
】
司
司
J。E戸=司
a肌

s、】出恥
F《c】宅主
-Wの4可計w
開《企】古凹唱。委宝《

o
ω
-川

H戸∞
h恥炉

、

剖

K

「
同
E
F話回目
J
F
F
(
)
⑦・

5
4

仇
川
口
町
与

E
君
主
胃

p
u
g
-
R
5
2
5
E
E
Z
M
d何
回
〉

Z
J
E
S
F
H
C
H
C
え
・
〉
同

E
T
g
z
w
p
胸

O
m
-
-
H
C

m
川
〉
・
関
戸
戸
時
E
P
U
E
U
F

釦
凸
∞
】
平

m

向

。

〈

・

冨

占

F
ピ
}
H
n
p
E
N
Z
E
m
r
2
5
P
E
u
p
-
-己
c
E
J
Eゴ
出
目
白
戸

頁
)

戸
高
野
岩
三
郎
課
、
一
世
骨
生
活
に
お
け
る
骨
法
則
性
コ
一
二
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k
f
関
戸
口
町
田
E
H
J
F
卵

号

-
r
H日

統
計
的
推
理
に
よ
っ
て
到
達
せ
ら
れ
た
統
計
的
法
則
什
あ
る
い
は
因
果
関
係
の
意
味
を
、
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
如
何
忙
考
え
亡
い
た

か

Y

彼
に
告
い
て
は
、
統
計
方
法
は
法
則
性
と
因
果
関
係
の
存
在
在
確
定
す
る
も
白
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
「
問
題
に
な
っ
て
い

る
現
象
の
完
全
た
科
目
学
的
説
明
を
具
え
る
も

ω
で
は
な
い
」
の
で
あ
る

G

と
の
場
合
の
カ
ウ
フ
マ
ン
の
法
則
概
念
は
著
し
く
ワ
1
グ

ナ

1
E
C宮
内
向
。
者
品
目
)
的
で
あ
う
て
、
法
則
と
は
一
結
果
、
た
る
現
象
と
原
因
た
る
他
の
諸
現
象
止
の
聞
に
存
す
る
恒
常
的

依
存
関
係
に
し
て
そ
り
聞
係
が
結
旧
掃
の
等
形
性
を
保
詮
し
て
い
る
と
と
を
示
す
極
め
て
簡
単
な
表
現
」
で
あ
る
。
ワ
1
グ
ナ
ー
に
む

い
て
は
、
あ
る
現
象
に
闘
す
る
と
の
よ
う
左
依
存
関
係
主
見
出
し
(
法
則
の
護
見
)
、
そ
の
現
象
を
牛
ぜ
し
め
売
岡
山
因
を
明
に
す
る

(
法
則
心

l

説
明
)
乙
と
が
科
皐
白
目
的
で
あ
る
。

得
る
と
吉
、

そ
れ
等
一
昨
秋
義
む
法
則
、

若
し
く
は
木
市
却
の
法
則
、

「
経
験
的
法
則
ま
た
は
統
計
的
合
法
則
性
が
そ
れ
の
最
も
近
い
原
因
に
還
元
さ
れ

ま
た
は
統
計
的
法
則
と
い
U
Y
」
の
で
あ
Z
o
か
か
る
京
味
に
お
い

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

事
宍
十
九
年

て
は
ワ
1
グ
7

1
は
統
計
附
法
則
と
自
然
法
則
の
医
別

E
認
め
な
い
。
す
た
わ
ち
、
統
計
且
一
一
に
沿
い
て
も
同
然
科
皐
に
沿
い
て
も
、

プL

P且

第
五
・
六
監

ブ弘



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
剖

静
六
十
九
巻

九
五

第
五
・
六
鵠

九

事
物
の
最
後
的
把
操
、
も
し
く
は
民
心
究
極
原
因
に
つ
い
て
は
、
我
々
人
聞
は
解
く
と
と
が
で
き
な
い
。
統
計
皐
の
課
題
は
第
一
次

内
因
呆
閥
係
の
愛
同
地
に
烏
か
れ
る
と
と
は
自
然
科
即
干
の
場
合
と
異
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
D
で
あ
る
。
此
の
最
後
の
黙
に
止
い
亡
カ

ゥ
フ
マ
ン
は
ワ

l
グ
ナ
ー
と
岡
県
パ
る
白
で
あ
っ
て
、
彼
は
自
然
法
則
と
統
計
法
則
の
直
別
在
強
調
し
、
統
計
に
去
い
て
は
、
「
法
則
が

問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
て
、
推
移
の
形
態
白
等
形
快
(
自
己
島
幸
吉
品
E
M
C
V一
見
川
し
、
事
賓
の
集
固
化
に
止
っ
て
あ
る
碩
の
伏
存

閥
係
主
明
に
す
る
l

一
に
あ
る
と
す
る
。
ず
な
わ
ち
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
い
う
法
則
の
議
見
の
み
に
統
計
法
則
は
か
か
わ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。統

計

的

方

法

に

よ

っ

て

確

定

さ

れ

た

統

計

的

法

則

あ

る

い

は

因

果

閥

係

は

「

経

験

的

法

則

」

以

外

回

何

物

で
も
な
い
の
で
あ
う
て
、
そ
れ
は
単
位
蓋
然
的
特
質
主
示
す
に
止
ま
る
。
そ
れ
v

は
枇
合
現
象
が
無
限
の
多
様
性
を
も
ち
、
ま
た
枇
曾

現
象
に
現
わ
れ
る
因
呆
閥
係
が
極
め
て
複
雑
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
結
果
、
そ
の
惹
然
率
の
大
小
を
示
す
J
E
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
"0 

t;;' 
n 
z 
岳

E 
'" N 

ιか
し
カ
ゥ
フ
マ
ン
は
ボ
ル
十
ケ
ヴ
ィ
?
に
な
ら
う
て
、
統
計
的
法
則
又
は
因
果
関
係
は
単
な
る
原
因
と
緒
果
の
依
存
関
係
を
一
不
す

「
多
少
と
も
員
の
因
果
関
係
を
明
瞭
に

T39
徴
表

(
3
3
Z旨
〕
で
料
る
の
」
と
と
を
指
摘
す
る
。

に
止
ら
干
し
て
、

す
な
わ
ち
、
統

計
問
法
則
は
桐
閥
閥
係
に
止
る
こ
と
な
く
、
現
象
問
白
因
果
関
係
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
叉
彼
は
い
う
。

「
統
計
解
析
は
あ
る
種
の
規
則
性
、
法
則
位
、
た
か
だ
か
徴
表
的
に
把
撞
ず
べ
き
因
果
閥
係
学
一
明
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
が

我
々
の
科
皐
的
認
識
の
剛
閥
系
巾
に
沿
い
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
を
占
め
る
た
め
に
は
、
吏
忙
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
貰
際
に
原
昨
の
意
味
が
そ
れ
に
踊
せ
ら
れ
る
よ
う
な
契
機
と
関
連
さ
せ
ら
れ
な
け
札
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
出
。
」

と
と
ろ

で
、
か
か
る
意
味
の
読
明
は
最
早
、
統
計
方
法
の
楼
限
骨
子
超
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
領
域
に
求
め
な
け
九
ば
な
ら
な

ν、。



と
と
に
和
い
て
、
社
合
粋
皐
の
方
法
論
と
し
て
の
統
計
的
研
究
法
と
他
の
制
命
日
科
皐
と
の
闘
係
が
明
に
苫
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

¥
 

カ
ゥ
フ
7

ン
は
い
う

G

一
ー
統
計
方
法
そ
の
も
の
は
終
験
的
法
則

i
l恒
常
位
、
忠
則
性
、
因
県
関
係
あ
る
い
は
函
数
聞
係
以
外
の
何

物
も
提
供
せ
十
、
そ
れ
ら
は
統
計
早
以
外
の
領
域
に
む
い
て
、
す
友
わ
ち
種
々
の
特
殊
科
患
の
領
域
に
辛
い
て
は
じ
め
て
、
そ
の
訣

と
れ
ら
の
種
々
の
科
皐
は
よ
っ
て
種
々
の
他
の
事
責
養
料
と
と
も
に

科
卒
的
認
識
と
い
う
一
定
の
目
的
の
潟
に
川
ひ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
統
計
家
そ
の
も
の
と
統
計
方
法
の
課
題
付
、
統
計
的
法
則
性
あ

η
 

る
い
は
統
計
的
に
把
握
し
得
る
因
果
闘
係
の
確
定
さ
れ
た
時
に
川
市
九
れ
た
の
で
あ
る
L

。
叉
い
う
「
統
計
的
方
法
で
議
具
さ
れ
た
法

則
竹
と
因
果
関
係
白
決
定
的
た
統
明
並
忙
そ
れ
以
上
に
‘
そ
れ
ら
を
そ
の
知
識
部
門
の
形
成
の
た
め
に
用
ひ
る
と
と
は
、
特
殊
の
純

定
的
な
説
明
た
質
見
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
ら
は
、

梓
科
母
あ
る
い
は
応
肘
科
阜
の
権
限
に
麗
し
、

そ
れ
ら
の
諸
科
皐
肥
と
っ
て
は
統
計
方
法
は
、

そ
む
料
亭
的
認
識
の
道
具
白
一
に
す

き
た
い
一
と
。

か
く
て
、

カ
ゥ
フ
マ
ン
に
沿
い
て
は
枇
曾
科
事
す
な
恥
ち
貨
質
科
皐
と
の
結
誌
な
注
闘
に
恥
い
で
の
統
計
方
法
が
強
制
さ
れ
て
い

マ
イ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
、
買
質
科
事
と
し
て
の
統
計
患
を
否
定

L
、
方
法

る
と
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
カ
ウ
フ
マ
ン
が
、

論
、
補
助
科
皐
と
し
て
の
統
計
皐
を
主
張
し
た
と
み
に
上
り
批
難
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

質
質
科
与
と
の
開
謹
を
快
い
た
全
く
抽
象
的
・
形
式
的
た
統
計
皐
を
措
定
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
全
く
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
意
味
に
沿
い
て
純
数
理
的
解
析
を
枕
く
数
理
統
計
即
時
平
む
抽
象
性
・
形
式
性
と
は
匝
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
う
て
彼
は
扱
m
字
公
式

の
形
式
的
・
公
式
的
使
間
に
つ
い
て
は
潔
く
戒
め
、
数
理
統
計
阜
の
提
案
す
る
公
式
心
機
械
的
適
川
は
「
そ
の
一
諮
問
申
訟
と
そ
れ
と
と

も
に
そ
の
内
的
木
質
と
そ
心
意
味
に
う
い
て
何
等
の
謹
明
在
興
え
る
と
と
が
で
き
な
い
す
べ
て
の
人
記
と
う
て
、
最
も
多
く
の
一
瑛
謬

と
誤
解
の
源
札
制
」
で
あ
る
こ
と
を
指
泊
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
喝
統
計
思
に
と
う
て
は
、
高
等
泣
る
数
理
解
析
心
他
に
「
無
限

統
計
的
推
型
と
統
計
的
法
則

枯

W
4
ハ
十
九
品
世

二
九
六

野
五
・
宍
披

:Jc 



品
川
判

そ
こ
が
彼
の
い
う
一
般
統
計
皐
の
肝
完
依
域
で
あ
一
る
と
と
そ
強
調
し
て
い
る
黙
は
看
地
で
き

統
計
.
附
凶
果
法
則
の
俄
立
生
最
耐
の
目
的
と
す
る
一
般
統
計
単
に
と
っ
て
は
、
統
計
万
法
は
「
算

川
河

術
的
計
算
、
高
々
初
等
代
敷
引
算
の
代
表
的
公
式
」
以
外
佐
用
び
な
い
研
究
方
法
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
D
数
珂
統
計
且
十

の
枇
合
現
象
の
M
M
域
に
島
け
る
無
保
件
的
迎
用
の
傾
向
に
と
U
J

て
は
深
〈
反
省
す
べ
き
鮪
で
あ
ら
う
。

(
註
)川

k

炉

問

P
Z
B
m
g回、

p
p
d
m
w担

向
〉
・
出
・
口
当
P四
D-mHW
と

m
W
P
E
E
r
R
E
ロ
E仲

間

n
v
o
m
E
E
Z
g
a円町内宮吾、

γ
2
E晶
晶
号
E

Z
ロ
ロ
司
・
同
合
出
】
E
Z
o
E
:

N
岳民件
2

F
邑
、
出
向
己
占
=
門
戸
・

Hh【宮本町

H
E
4
(大
内
品
構
民
諜
統
計
皐
一
八
八
頁
)

向

k
p

回
目
当
品
Z
J
p
p
p
(
謹
書
一
九
頁
)

向
、
，
附
nmHFH同
盟
国

w
p
凶
つ

ω・
】
命
。

h
，
d

句回目。込
E
n
5
0
2
♀
・
〉
・
同
制
自
民
間
国
民
3
p
m
・
C
・
ω
回目

山
門
〉
一
同
E
p
g
s
g
p
p
c
-
阻
・
白
日

内

川

〉

同

E
F
E
g
p
P
9
F
H詰

叫

〉

関

E
Z
S♂
悶

p
p
ω
-
H
E

統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

に
庚
い
活
動
領
域
が
仔
犯
す
る
し
、

第
六
十
九
巻

二
九
七

事
五
・
六
拙

な
い
の
で
あ
る
。
紋
に

E
れ
ば
、

ロ
円
同
・
出
E
Z♂

(昆)

〉

開

hE
『ヨ
E
g
m
r
m
r
c
ω
E
Q

(9) 

〉
-

M

ハP
Eヨ
m
g
g
凶凶・
0
・∞
-
E
。

五

結

さ五
日目

以
上
の
各
節
に
島
い
て
、
私
は
』
ゥ
フ
マ
ン
に
長
け
る
統
計
方
法
と
統
計
的
法
則
性
心
概
念
を
明
促
す
る
と
と
に
努
め
た
。
そ
の

際
、
私
は
特
に
社
合
科
皐
白
一
つ
の
研
究
方
法
と
し
て
白
統
計
方
法
な
る
硯
瓢
な
り
叙
述
を
進
め
た
と
と
は
最
初
に
述
べ
た
と
去
り

、
、
、
、

で
あ
ぜ
。
私
が
カ
ゥ
フ
マ
ン
の
統
計
皐
を
特
に
取
上
げ
た
白
は
、
彼
が
「
そ
の
最
高
白
目
標
と
す
る
も
の
は
統
計
的
因
果
関
係
の
確



そ
の
目
的
の
た
め
に
、
算
術
的
計
算
、
高
々
初
等
放
棋
の
代
表
的
公
式
以
外
の
も
の
を
使
わ
在
い
統
計
方
出
」
と
し
て

の
一
般
統
計
皐
宮
口
問
2
2
5
m
z
g
z
p
)
に
立
う
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
如
〈
、
批
命
科
間
学
は
縦
験
科
閥
単
左
し
て
、
則
合
現
象

に
闘
ず
乙
法
則
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
枇
品
開
科
皐
白
一
研
究
方
法
と
し
て
の
統
計
方
法
も
そ
の
任
務
を
批
合
科
亭
E
F

共

有
す
る
も
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
歩
、
又
そ
れ
の
一
定
立
す
る
統
計
的
法
則
は
単
な
る
函
激
闘
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ふ
な
い
で

あ
ら
う
。
枇
合
現
象
の
混
沌
た
る
混
然
的
事
象
の
中
に
合
法
則
性
そ
護
国
加
す
る
た
め
の
研
究
方
法
と
し
て
の
統
計
方
法
は
、
そ
の
た

め
忙
、
枇
曾
現
象
の
因
果
関
係
を
究
明
す
る
ζ

と
を
課
題
と
し
な
け
れ
ば
注
ら
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
統
計
方
法
に
上
る
扶
則
1
因

果
関
係
の
確
定
は
そ
れ
自
身
の
限
白
押
を
持
つ
と
し
て
も
。

立
で
あ
り
、

勾

現
代
の
統
計
事
、
特

ι杭
曾
統
計
剛
山
十
が
統
計
的
法
則
に
因
果
関
係
の
内
容
主
指
示
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
時
、
そ

と
に
は
カ

1
L
W
・
ピ
ア
ソ
ン
の
激
組
統
計
皐
白
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
谷
氏
が
物
理
畢
の
獲
展
に
つ
い
て
、
「
と

の
賞
展
在
省
み
る
時
、
矛
盾
や
凶
維
が
生
じ
た
場
合
に
、
二
週
白
見
解
が
あ
ら
わ
れ
一
円

J

は
理
論
の
一
同
盟
国
叫
す
左
恥
ち
機
能
的
側
面
、
よ

り
解
決
す
べ
し
と
い
う
も
の
、
他
の
一
つ
は
封
象
の
椿
活
を
確
立
す
る
と
と
す
た
わ
ち
ま
た
新
た
る
貿
憾
の
導
入
伝
土
る
解
決
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
。
L

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
と
は
統
計
泉
に
つ
い
一
ー
も
安
脅
す
る
も
白
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
統
計
畢
が
そ

れ
が
統
計
方
法
を
研
究
釘
象
と
し
、
国
有
の
封
象
を
持
た
ー
下
、
従
っ
て
そ
の
意
味
で
猫
立
の
科
問
中
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
統

計
方
法
が
賀
質
科
串
に
媒
介
さ
れ
う
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
劉
象
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ご
と
が
見
失
は
れ
て
、
各
資
質
科
皐
に
共
通
の
抽
象

的
・
形
式
的
方
法
と
し
℃
の
統
計
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
音
味
で
統
計
方
法
を
研
究
調
象
と
す
る
皐
問
と

し
て
白
統
計
撃
と
村
山
質
的
釘
象
に
規
定
さ
れ
て
い
る
統
計
方
法
と
は
飽
く
迄
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
み
な
ら
な
い
。
統
計
方
法
は
具
州
問
的

に
封
象

ι活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

劉
象
の
左
い
方
法
な
る
も
の
は
巧
え
ら
れ
な
い
。

統
計
方
法
白
正
し
い
遁
用
は
、

劉
象
に

統
計
的
推
盟
と
統
計
的
法
剛

事
六
十
九
巻

ブL
j、、

第
五
・
六
挽

九
五



統
計
的
推
理
と
統
計
的
法
則

第
六
十
九
番

ブL
九

解
五
・
六
競

九
六

封
ず
る
認
識
に
上
つ
て
の
み
可
能
に
さ
れ
、
従
っ
て
部
門
統
計
に
閲
す
る
理
論
と
貨
際
の
習
得
。
後
に
「
一
般
統
計
理
論
」
に
入
る

ぺ
き
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
叉

γ
ヴ
ィ
ヱ

1
ト
向
学
界
に
ゐ
け
る
最
近
白
統
計
論
一
今
に
ム
円
引
い
て

ι強
〈
、
主
張
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ

りる
。
我
々
が
部
門
統
計
H
例
別
統
計
に
ゐ
い
て
、
統
計
方
法
の
理
論
的
・
究
践
的
解
明
を
行
。
て
始
め
て
統
計
的
理
論
は
前
進
す
る

の
で
あ
る
。

-
統
計
的
法
則
が
因
果
関
係
を
含
む
こ
と
の
拒
否
は
自
然
科
皐
に
島
い
て
弘
、
最
近
因
果
法
則
に
代
っ
て
統
計
的
治
則
が
支
配
的
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
ζ

と
を
根
接
陀
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
森
田
健
三
氏
は
い
う
。
「
現
代
の
自
然
科
間
学
的
陀
界
観
は

も
は
や
厳
密
主
因
同
市
闘
係
に
よ
っ
て
は
説
明
さ
れ
守
、
む
し
ろ
統
計
的
規
則
性
の
概
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
よ
と
。

し
か
し
、
之
に
劃
し
て
は
優
れ
た
理
論
物
理
附
学
者
武
谷
氏
は
弐
心
如
〈
い
う
。
一

f

量
子
力
県
忙
於
い
て
は
、
統
計
的
法
則
が
す
べ

て
で
あ
る
と
よ
く
誤
ら
れ
て
い
わ
れ
て
い
る
。
景
子
力
皐
が
出
る
前
夜
一
九
三
四
年
に
ポ

1
7
、
ク
ラ
マ

l
ス
及
び
ス
レ

l
ク
ー
の

理
論
が
出
た
。
之
は
す
べ
て
の
物
理
法
則
が
統
計
的
で
あ
る
事
を
い
う
事
に
土
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
牧
放
出
の
際
心
紋
子
性
と
、

r 
v 

体
幡

ω際
の
波
動
性
と
白
古
び
し
い
矛
扇
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
印
ち
此
の
理
論
に
上
れ
ば
エ
キ
ル
t
r
l
運
動
賞
恒
存

則
も
伽
々
の
原
子
的
過
程
に
は
成
立
せ
中
早
に
そ
れ
が
寄
せ
集
め
た
時
統
計
的
に
し
か
成
立
じ
な
い
事
が
主
張
さ
れ
た
。
所
が
そ
の

直
後
に
出
た
コ
ム
プ
J

シ
殺
阿
武
の
箕
輪
は
、
此
の
考
え
が
金
〈
の
競
り
で
あ
一
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
量
恒
存
則
は
側
々
の
原
子
的
過

程
に
殿
密
に
成
立
す
る
事
が
一
市
さ
れ
た
の
で
あ
か
」
と
述
べ
て
、
い

b
ゆ
る
機
能
概
念
と
し
て
の
統
計
的
法
則
が
物
理
皐
に
長
い
て

支
配
的
で
あ
る
と
と
を
否
定
し
て
い
る
。

勿
論
因
果
性
心
問
題
は
そ
れ
自
身
統
計
感
心
釣
象
で
は
な
い
。
じ
か
し
、

た
で
れ
忙
劃
し
て
肯
定
的
態
度
主
と
る
か
否
定
的
鎖
反
を

と
る
か
は
、
統
計
方
法
と
統
計
的
法
則
川
口
の
把
掲
の
仕
方
に
重
大
企
同
型
化
を
生
や
る
。
ト
ι
の
と
と
は
同
時
に
、
統
計
方
訟
の
課
題
の

， 



把
撞
白
仕
方
に
も
か
か
う
て
く
る
。
社
合
科
皐
白
一
研
究
方
法
と
し
て
の
統
計
方
法
な
る
観
黙
に
立
つ
限
h

夕
、
統
計
方
法
を
、
事
象

D
量
的
取
扱
ひ
と
し
て
の
車
在
る
数
理
的
解
析
む
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
形
式
論
理
で
あ
り
、
統
計
に
者
け
る
質
的
要
素
を
無
視

す
る
も
白
で
あ
っ
て
、
承
認
す
Z
己
と
が
で
き
左
い
。
統
計
方
法
は
一
位
曾
認
識
の
有
力
及
川
具
で
あ
り
一
、
そ
白
結
果
と
し
て
の
統
計

的
法
則
は
、
車
友
る
函
敢
闘
係
を
一
不
す
も
白
で
赴
く
、
祉
舎
科
皐
に
媒
介
さ
れ
つ
つ
、
世
品
問
科
皐
白
理
論
白
よ
り
進
化
と
愛
展
に
貢

献
す
呂
も
白
と
し
て
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
世
紀
か
ら
二

O
前
紀
白
過
渡
期
に
、
ケ
ト
レ
ー
に
愛
す
る
近
代
的
統
計
翠
は
著
し
い
展
開
を
途
げ
た
。

し
て
の
統
計
且
干
の
慨
系
を
古
典
的
に
集
大
成
し
た
ド
イ
ケ
白
マ
イ
ヤ
で
あ
り
、
他
方
に
函
数
概
念
と
し
て
の
統
計
法
則
を
主
張
す
る

一
方
は
資
質
科
皐
と

k
・
ピ
ア
ソ
ン
を
指
導
者
'
と
す
る
数
理
統
計
皐
で
あ
る
。
と
れ
は
持
し
く
近
代
統
計
皐
白
た
ど
っ
た
一
一
つ
の
遣
で
あ
る
が
、
爾
後
統

計
師
宇
は
概
念
の
擾
草
に
よ
り
、
機
能
概
念
を
確
立
し
た
後
者
白
方
向
に
走
っ
た
の
で
あ
る
n

我
々
は
今
ζ

そ
か
か
る
岐
路
に
立
っ
た

常
時
の
統
計
皐
の
展
開
を
反
省
す
る
必
要
に
抱
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
意
味
で
、
マ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
統
計
四
J

の
内
敵
と
い

h
れ
う
っ
、

然
も
肉
果
的
法
則
D
確
立
の
震
白
統
計
的
推
理
を
展
開
し
た
カ
ゥ

7

7

V

D

理
論
は
多
〈
の
一
示
唆
配
合
ん
で
い
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

(
註
)仰

と
の
意
味
は
、
決
し
て
枇
骨
科
皐
以
外
泊
仙
の
諸
科
閥
単
白
研
究
法
と
し
て
四
統
計
的
方
法
を
杏
定
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

間

K

炉

開

E
E柳田
H
M
M
P
P
Q
U

凶
器
開
門
大
橋
隆
憲
民
近
代
統
計
畢
申
枇
曾
的
性
格
庁
八
0
0
0
高
人
第
三
品
世
帯
一
日
開
)

尚

武

谷

三

男

民

鉾

詮

誌

の

諸

問

題

三

三

頁

♂

山
川
ア
・
す
ψ

イ
シ
ェ
フ
統
計
職
線
に
お
け
る
基
本
問
題
(
経
済
阜
の
諸
問
題
、
一
九
四
一
U
年
}
一
九
四
八
年
続
割
前
早
(
計
査
結
済
、
一
九
四
八
年

第
三
腕
、
経
務
自
諸
問
題
一
九
四
八
年
摺
五
腕
、
第
八
披
年
)
参
照
。

山
川
森
田
優
三
民
統
計
事
抗
論
昭
和
二
四
年
版
六
O
頁
的
武
各
三
男
氏

排
詮
揖
凶
諸
問
題

四
五
頁

(
一
丸
五
一
・
八
・
穴
)
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